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平成２７年第１回紀の川市議会定例会 第１日 

 

      平成２７年 ２月２０日（金曜日） 開 議 午前 ９時３８分 

                       散 会 午後 ２時５２分 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程（第１号） 

 日程第 １  会議録署名議員の指名 

 日程第 ２  会期の決定 

 日程第 ３  選挙第１号 副議長の選挙 

 日程第 ４  常任委員会の所属変更について 

 日程第 ５  諸般の報告 

 日程第 ６  報告第 １号 専決処分の承諾を求めることについて（市長及び副市長 

               の給料の特例に関する条例の制定について） 

        諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

        諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

        諮問第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

        議案第 １号 工事委託協定の締結について（市道中学校連絡線自歩道 

               新設整備事業に伴う和歌山線粉河・紀伊長田間粉河中学 

               校前架道橋新設工事） 

        議案第 ２号 財産の取得の一部変更について 

        議案第 ３号 教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定 

               について 

        議案第 ４号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正 

               する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制 

               定について 

        議案第 ５号 紀の川市保育料徴収条例の制定について 

        議案第 ６号 紀の川市指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事 

               項並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び 

               に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な 

               支援の方法に関する基準を定める条例の制定について 

        議案第 ７号 那賀老人福祉施設組合清算基金条例の制定について 

        議案第 ８号 紀の川市財産区管理会条例の制定について 

        議案第 ９号 紀の川市職員等の旅費に関する条例の一部改正について 

        議案第１０号 紀の川市行政手続条例の一部改正について 

        議案第１１号 紀の川市心身障害児（者）医療費の支給に関する条例の 

               一部改正について 
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        議案第１２号 紀の川市子ども医療費の支給に関する条例の一部改正に 

               ついて 

        議案第１３号 紀の川市ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部 

               改正について 

        議案第１４号 紀の川市墓地条例の一部改正について 

        議案第１５号 紀の川市あき地管理の適正化に関する条例の一部改正に 

               ついて 

        議案第１６号 紀の川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正 

               について 

        議案第１７号 紀の川市心身障害児在宅扶養手当支給条例の一部改正に 

               ついて 

        議案第１８号 紀の川市介護保険条例の一部改正について 

        議案第１９号 紀の川市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及 

               び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について 

        議案第２０号 紀の川市都市公園条例の一部改正について 

        議案第２１号 紀の川市立図書館条例の一部改正について 

        議案第２２号 紀の川市社会体育施設条例の一部改正について 

        議案第２３号 平成２６年度紀の川市一般会計補正予算（第５号）につ 

               いて 

        議案第２４号 平成２６年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計 

               補正予算（第３号）について 

        議案第２５号 平成２６年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計補 

               正予算（第２号）について 

        議案第２６号 平成２６年度紀の川市後期高齢者医療特別会計補正予算 

               （第２号）について 

        議案第２７号 平成２６年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予 

               算（第３号）について 

        議案第２８号 平成２６年度紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算 

               （第３号）について 

        議案第２９号 平成２６年度紀の川市簡易水道事業特別会計補正予算 

               （第３号）について 

        議案第３０号 平成２６年度紀の川市水道事業会計補正予算（第２号） 

               について 

        議案第３１号 平成２６年度紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第 

               ２号）について 

        議案第３２号 平成２７年度紀の川市一般会計予算について 
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        議案第３３号 平成２７年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計 

               予算について 

        議案第３４号 平成２７年度紀の川市土地取得事業特別会計予算につい 

               て 

        議案第３５号 平成２７年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計予 

               算について 

        議案第３６号 平成２７年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特 

               別会計予算について 

        議案第３７号 平成２７年度紀の川市後期高齢者医療特別会計予算につ 

               いて 

        議案第３８号 平成２７年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計予算に 

               いて 

        議案第３９号 平成２７年度紀の川市公共下水道事業特別会計予算につ 

               いて 

        議案第４０号 平成２７年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別 

               会計予算について 

        議案第４１号 平成２７年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算に 

               ついて 

        議案第４２号 平成２７年度紀の川市簡易水道事業特別会計予算につい 

               て 

        議案第４３号 平成２７年度紀の川市池田財産区特別会計予算について 

        議案第４４号 平成２７年度紀の川市田中財産区特別会計予算について 

        議案第４５号 平成２７年度紀の川市長田竜門財産区特別会計予算につ 

               いて 

        議案第４６号 平成２７年度紀の川市竜門財産区特別会計予算について 

        議案第４７号 平成２７年度紀の川市南北志野財産区特別会計予算につ 

               いて 

        議案第４８号 平成２７年度紀の川市飯盛財産区特別会計予算について 

        議案第４９号 平成２７年度紀の川市静川財産区特別会計予算について 

        議案第５０号 平成２７年度紀の川市最上、神田、市場、元財産区特別 

               会計予算について 

        議案第５１号 平成２７年度紀の川市調月財産区特別会計予算について 

        議案第５２号 平成２７年度紀の川市丸栖財産区特別会計予算について 

        議案第５３号 平成２７年度紀の川市平池財産区特別会計予算について 

        議案第５４号 平成２７年度紀の川市水道事業会計予算について 

        議案第５５号 平成２７年度紀の川市工業用水道事業会計予算について 
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        議案第５６号 那賀５町新市建設計画の変更について 

        議案第５７号 権利の放棄について 

        議案第５８号 権利の放棄について 

        議案第５９号 権利の放棄について 

        議案第６０号 和解及び損害賠償の額の決定について 

        議案第６１号 那賀老人福祉施設組合規約の変更に関する協議について 

 日程第 ７  選挙第 ２号 公立那賀病院経営事務組合議会議員の選挙 

 日程第 ８  選挙第 ３号 那賀休日急患診療所経営事務組合議会議員の選挙 

 日程第 ９  選挙第 ４号 那賀広域事務組合議会議員の選挙 

 日程第１０  選挙第 ５号 那賀児童福祉施設組合議会議員の選挙 

 日程第１１  議員派遣の件について 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎本日の会議に付した事件 

 議事日程（第１号）のとおり 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○出席議員（２１名） 

  １番 並 松 八 重   ２番 太 田 加寿也   ３番 舩 木 孝 明 

  ４番 中 尾 太久也   ５番 仲 谷 妙 子   ６番 大 谷 さつき 

  ７番 石 脇 順 治   ８番 中 村 真 紀   ９番 榎 本 喜 之 

 １０番 坂 本 康 隆  １１番 森 田 幾 久  １２番 村 垣 正 造 

 １３番 竹 村 広 明  １４番 杉 原   勲  １５番 西 川 泰 弘 

 １６番 堂 脇 光 弘  １７番 室 谷 伊 則  １８番 上 野   健 

 １９番 石 井   仁  ２０番 川 原 一 泰  ２２番 高 田 英 亮 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○欠席議員（０名） 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のために出席した者の職氏名 

  市  長     中 村 愼 司    副市長      田 村   武 

  市長公室長    林   信 良    企画部長     上 山 和 彦 

  総務部長     竹 中 俊 和    市民部長     中 邨   勝 

  地域振興部長   宇 田 美千子    保健福祉部長   服 部 恒 幸 

  農林商工部長   岩 坪 純 司    建設部長     福 岡 資 郎 

  国体対策局長   畑 野 孝 典    会計管理者    吉 田   靖 

  水道部長     田 村 佳 央    農業委員会事務局長  米 田 昌 生 

  教育長      松 下   裕    教育部長     山 本 弘 茂 

  総務部財政課長  杉 本   太 
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    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

  事務局長     城 山 義 弘    議 事 調 査 課 長  中 野 朋 哉 

  議事調査課課長補佐  田 中 啓 吾    議事調査課係長  藤 田 郁 也 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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（開会 午前 ９時３８分） 

○議長（高田英亮君） おはようございます。 

 議員各位には、平成２７年第１回紀の川市議会定例会に出席をいただき、厚くお礼を申

し上げます。 

 それでは、地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しておりますので、これより

平成２７年第１回紀の川市議会定例会を開会いたします。 

 議事に入る前に、皆様に謹んで御報告申し上げます。 

 既に、御承知のとおり、入院加療中でありました亀岡雅文副議長が、去る１月２８日、

御逝去されました。まことに痛惜、哀悼のきわみであります。 

 ここに、故亀岡雅文前副議長の御冥福をお祈りいたしまして、皆様とともに黙祷をささ

げたいと思います。 

 恐れ入りますが、皆様御起立願います。 

 黙祷。 

〔黙祷〕 

○議長（高田英亮君） 御協力、ありがとうございました。お座りください。 

 次に、御逝去されました故亀岡雅文君に弔意を表するため、追悼の辞を贈りたいと思い

ます。 

 議会運営委員長 坂本康隆君の発言を許可いたします。 

○１０番（坂本康隆君）（登壇） ただいま議長よりお許しいただきました。 

 追悼の辞。 

 私は、紀の川市議会を代表して、本日開会の３月定例会を直前にして御逝去されました

前副議長 亀岡雅文君の御霊に対し謹んで哀悼の意を表し、心から追悼の言葉を贈ります。 

 亀岡雅文君は、昭和３２年、旧粉河町に生まれ、地域の人たちに慕われ、統率力と包容

力を発揮してこられました。 

 また、京子さんと結婚され、お二人の息子さんに恵まれ、平和な家庭を築かれてまいり

ました。 

 そんな中、君が議員としてさらに一段の飛躍を目指していた中、病魔に倒れ、帰らぬ人

となられました。故人にとっても、市民にとっても、無念のきわみであります。きょう、

私が議場であなたに追悼の言葉を述べようとは夢にも思わず、まことに痛恨、哀惜の情に

たえないところであり、御遺族並びにあなたを支え、信奉し、将来を期待していた関係の

方々の胸中を御拝察いたしますとき、涙を禁じえないものであります。 

 君は、平成１５年に粉河町議会議員に初めて当選され、議員としての第一歩を踏み出し

ました。合併後は、平成１７年に紀の川市議会議員に当選以来、３期連続当選され、紀の

川市議会議員として市の発展に尽くしてこられました。 

 市議会では、議会運営委員、厚生常任委員、産業建設常任委員や議員定数調査委員、予

算・決算委員など多くの要職を歴任されました。その中で、特に厚生常任委員会では委員
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長を務められ、温暖化対策のためのグリーンカーテン事業や子育て支援対策、ごみ収集、

介護予防事業など住民生活に直結する環境や福祉をテーマに視察研修を行い、本旨の発展

に多大なお力添えをいただきました。また、昨年１２月には、副議長に就任され、心温か

く、思いやりのある優しい君は、誰にでも分け隔てなく接し、自分のことより議会を優先

し、副議長としての役割を果たしました。その人柄は、多くの人に慕われ、議長を支え、

リーダーシップを発揮し、これからが本当に力の見せどころという時期に、再び体調を崩

され、幽明境を異にされましたことは、残念のきわみであります。 

 議員活動の中で、その思い出の中には、亀岡君の時に柔和なまなざしと語り口、一般質

問にあっても十分な調査と研究を行い、決して難しい言葉は使わず、わかりやすい語り口

調は好感を持たれていました。議員として、堅固な信念と情熱を持ち、「時には厳しく」、

「時には鋭く」、市政に対し貴重な提言をこの壇上に立ち、行っていました。 

 また、議会広報委員としても活躍をされ、平成２２年５月に発行した「こんにちは議会

です」の表紙に掲載した「紀の川市流し雛」の写真や、昨年末、市役所の近くにコウノト

リが飛来した際には、いち早く現地に赴き、その様子をカメラにおさめるなど、積極的に

活動してまいりました。また、わかりやすく情報発信ができるように、写真撮影の技術を

向上させるため、同僚議員から専門誌を借りましたが、残念ながらこの本を開くことはあ

りませんでした。 

 このほかにも、昨年１０月には、新得町・帯広市・小樽市、北海道への視察研修にも行

ってまいりました。また、年末には、議会忘年会にも参加し、楽しく元気な姿を見せてお

りました。 

 議員活動以外にも、都市計画審議会委員や消防委員長など、多くの役職を務め、幅広く

活躍されており、一日も早く、あの穏やかな笑顔に会えることを議員一同心待ちにしてお

りました。 

 人間はこの世に生を受けるときには、使命を持って生を受ける。そして、その使命を全

うしたときに命がなくなると聞きます。多くの功績と足跡を残されたことだと、私は信じ

て疑いません。 

 政治家として、また、亀岡雅文として、余りにも若過ぎる惜しみある生涯でありました。

人のため、地域社会のために思い切り生きた五十有余年の人生、御苦労さまでございまし

た。 

 生前の御功績と市政への御尽力に対し、尊敬の念と感謝の意をささげますとともに、謹

んで御冥福をお祈り申し上げます。 

 最後に、夫婦付随の奥様をはじめ、御遺族の前途に限りない御加護をいただきますよう

お祈りいたします。 

 今、こうしてお別れの言葉を申し上げているときも、人柄が目の前によみがえり、本当

にこのたびの訃報は、大きなショックでありました。私たち市議会議員は、あなたのとう

とい御意思を継いで、及ばずながら市の発展のため、社会のために尽くすことをお誓い申
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し上げ、感謝を込めて追悼の言葉といたします。 

 平成２７年２月２０日、議会運営委員会委員長 坂本康隆。 

○議長（高田英亮君） ここで、しばらく休憩します。 

（休憩 午前 ９時５２分） 

――――――――――――――― 

（再開 午前 ９時５４分） 

○議長（高田英亮君） 再開します。 

 それでは、本日の会議を開きます。 

 本定例会には、平成２７年度各会計予算をはじめ、条例の制定・改正等多数上程されて

おります。議員各位の御協力のもと、円滑な議会運営に努めますので、よろしくお願い申

し上げます。 

 それでは、議事に入ります。 

 議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１１番 森田幾久君、

１４番 杉原 勲君を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第２ 会期の決定 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） 次に、日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 本定例会の会期につきましては、去る２月１０日議会運営委員会を開催していただき、

議会運営について御協議いただいております。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、お手元に配付の会期予定表のとおり、本日から３月２３日までの３

２日間といたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は、本日から３月２３日までの３２日間に決しました。 

 ここで、しばらく休憩します。 

（休憩 午前 ９時５６分） 

――――――――――――――― 

（再開 午前１０時０９分） 
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○議長（高田英亮君） 再開します。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第３ 選挙第１号 副議長の選挙 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） それでは、日程第３、選挙第１号 副議長の選挙を議題とします。 

 ただいまより、副議長選挙を行います。 

 この選挙は、投票により行います。 

 投票を行う前に、投票について説明をさせます。 

 議会事務局長 城山義弘君。 

○議会事務局長（城山義弘君）（自席） 投票について、御説明させていただきます。 

 この選挙は、地方自治法第１１８条の規定により、公職選挙法第４６条第１項及び第４

項、第４７条、第４８条、第６８条第１項並びに普通地方公共団体の議会の議員の選挙に

関する第９５条の規定が準用されるもので、有効投票の最多数を得、かつ有効投票の４分

１の以上の得票があったものをもって当選人とするものであります。 

 以上です。 

○議長（高田英亮君） それでは、議場の出入り口の閉鎖を命じます。 

〔議場閉鎖〕 

○議長（高田英亮君） ただいまの出席議員数は２１人であります。 

 次に、立会人を指名いたします。 

 会議規則第３１条第２項の規定により、投票点検の立会人として、７番 石脇順治君、

８番 中村真紀君を指名いたします。 

 投票用紙は、この用紙を用います。（投票用紙を示す） 

 今から、投票用紙を配付いたします。 

〔投票用紙の配付〕 

○議長（高田英亮君） ただいま、投票用紙を配付いたしました。 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（高田英亮君） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検させます。 

〔投票箱点検〕 

○議長（高田英亮君） 異常なしと認めます。 

 念のため申し上げます。投票は、単記無記名であります。被選挙人の氏名を投票用紙に

記載の上、事務局長の点呼に応じて順次投票願います。白票は無効とします。また、開票

の結果、法定得票数に達している者がいなかった場合は、改めて投票を行います。 

 なお、投票数が同じで、かつ法定得票数に達していた場合は、地方自治法第１１８条第

１項の規定により、公職選挙法第９５条第２項の規定を準用して、くじによる抽せんを行
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いますので、御承知願います。 

 それでは、点呼させます。 

 議会事務局長 城山義弘君。 

○議会事務局長（城山義弘君）（自席） それでは点呼いたします。 

 １番 並松八重議員、２番 太田加寿也議員、３番 舩木孝明議員、４番 中尾太久也

議員、５番 仲谷妙子議員、６番 大谷さつき議員、７番 石脇順治議員、８番 中村真

紀議員、９番 榎本喜之議員、１０番 坂本康隆議員、１１番 森田幾久議員、１２番 

村垣正造議員、１３番 竹村広明議員、１４番 杉原 勲議員、１５番 西川泰弘議員、

１６番 堂脇光弘議員、１７番 室谷伊則議員、１８番 上野 健議員、１９番 石井 

仁議員、２０番 川原一泰議員、２２番 高田英亮議長。 

○議長（高田英亮君） 投票漏れはありませんか。 

〔「投票漏れなし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了します。 

 ただいまから開票を行います。 

 石脇順治君、中村真紀君、両君に開票の立ち会いをお願いします。 

 それでは、開票を命じます。 

〔開票〕 

○議長（高田英亮君） それでは、選挙の結果を報告いたします。 

 投票総数２１票、うち有効投票数２１票、無効投票数０票、投票総数は、出席議員数と

一致しております。 

 続いて、得票数を報告いたします。 

 有効投票のうち、杉原 勲君 １９票、石井 仁君 ２票。 

 以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は６票であります。 

 したがって、杉原 勲君が副議長に当選されました。 

 議場の出入り口の閉鎖を解きます。 

〔議場開鎖〕 

○議長（高田英亮君） ただいま副議長に当選されました杉原 勲が議場におられますの

で、会議規則第３２条第２項の規定により、本席から副議長当選の告知をいたします。 

 それでは、杉原 勲君に副議長当選の御挨拶をお願いいたします。 

 杉原 勲君。 

○副議長（杉原 勲君）（登壇） このたびの副議長選において選出をいただき、まずも

ってお礼を申し上げます。 

 もとより、浅学非才の私ではございますけれども、皆様方の御理解と御協力をいただき、

志はじめにおいて亡くなられた亀岡議員の遺志を尊重しつつ、現高田議長の補佐役として
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誠心誠意務めることをお誓い申し上げ、就任の挨拶といたします。ありがとうございまし

た。 

〔（拍手）あり〕 

○議長（高田英亮君） 先ほど、本定例会の会議録署名議員として、１４番 杉原 勲君

を指名しましたが、副議長就任により、新たに会議録署名議員に、１５番 西川泰弘君を

追加指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第４ 常任委員会の所属変更について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） それでは、日程第４、常任委員会の所属変更についてを議題とい

たします。 

 常任委員会の所属変更につきましては、総務文教常任委員会、上野 健委員からの申し

出に基づき、委員会条例第７条第３項の規定により、お手元に配付したとおり、総務文教

委員会から産業建設常任委員会へ所属を変更いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第５ 諸般の報告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） 次に、日程第５、諸般の報告を行います。 

 報告１、監査委員より、地方自治法第２３５条の２第１項の規定に基づく例月出納検査

の結果報告が、同条第３項の規定によりあり、また地方自治法第１９９条第４項に基づく

定期監査の報告が、同条第９項の規定によりありましたので、お手元に配付しております。 

 また、市長より、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、専決処分を行ったとの

報告が、同条第２項の規定によりありましたので、後ほど配付させていただきます。 

 なお、その他の報告につきましても、お手元に配付しているとおりですので、ごらんい

ただきたいと思います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第６ 報告第 １号 専決処分の承認を求めることについて（市長及び副市長の 

             給料の特例に関する条例の制定について） から 

      議案第６１号 那賀老人福祉施設組合規約の変更に関する協議について  

             まで 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） 次に、日程第６、報告第１号 専決処分の承認を求めることにつ

いて（市長及び副市長の給料の特例に関する条例の制定について）から、議案第６１号 

那賀老人福祉施設組合規約の変更に関する協議についてまでの６５議案を一括議題といた

します。 
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 提出者に提案理由の説明を求めます。 

 市長 中村愼司君。 

○市長（中村愼司君）（登壇） おはようございます。 

 平成２７年第１回紀の川市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には何かと

御多用にもかかわりませず、御参集いただき厚くお礼申し上げます。 

 さて、副議長でありました亀岡雅文君がお亡くなりになり、はや１カ月がたとうといた

しております。追悼の言葉を拝聴し、私も改めて活躍されていた姿が、目の前に浮かんで

まいりました。心から御冥福をお祈り申し上げるところであります。 

 また、名手小学校児童の殺傷事件でありますが、小学校５年生の夢と希望あふれる大切

な生命が絶たれたことは、痛恨のきわみであり、胸が張り裂ける思いであります。 

 学校や地域の安全対策のため、防犯体制や設備の充実を図るとともに、こうした事件や

虐待などの事件の再発防止に向けた取り組みを各関係機関や地域の皆さんと協議を行って

まいりたいと思っております。 

 また、先ほど、副議長に当選されました杉原 勲君、おめでとうございます。今後、ま

すますの御活躍を御祈念申し上げたいと思います。 

 それでは、議案の説明に先立ち、平成２７年度予算編成に当たり、私の市政運営に対す

る所信の一端を申し上げ、議員並びに市民の皆様方の一層の御理解と御協力をお願い申し

上げる次第であります。 

 さて、国は、「まち・ひと・しごと創生法」を制定し、今後５カ年で目指すべき方向や

具体的施策をまとめた「まち・ひと・しごと総合戦略」を閣議決定、総合的に取り組むこ

ととし、地方においても地方版総合戦略の策定を求めております。 

 紀の川市におきましても、主体性を持った独自の地方版総合戦略を策定することにより、

さらなる地方創生の実現を目指し、人口減少を抑制し、少子高齢化の進展や災害等への対

策など、さまざまな課題を克服するための施策を掲げ、活力あるまちづくりに邁進してま

いりたいと考えております。 

 さて、本年は、平成１７年に那賀郡５町が合併し、１０周年を向かえる記念すべき年で

あります。私も市政を担当させていただき３期目となりました。これまでの１０年間は、

「安全・安心なまちづくり」を最重要課題とし、旧５町間の均衡ある発展を目指し、基盤

整備を中心とした施策に取り組んでまいりました。 

 新庁舎は、平成２５年度に竣工し、また市内小・中学校については、平成２７年度に竜

門小学校の改築と鞆渕中学校の耐震改修を行うことにより、耐震化率１００％となり、防

災の拠点となり得る施設や子どもたちの安全確保について、この１０年間で大きく前進を

したところであります。 

 これから説明させていただく平成２７年度予算につきましては、合併１０周年を向かえ

る節目において、「これまでの基盤づくりの集大成と、未来に飛躍するための予算」とし

て編成をいたしたところであります。 
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 この後、重点項目を説明いたしますが、私は、紀の川市の発展の鍵を握るのは、京奈和

自動車道紀の川インターチェンジと阪和自動車道上之郷インターチェンジを結ぶ（仮称）

京奈和関空連絡道路ではないかと考えており、周辺自治体にも加盟を呼びかけ、ことしの

春以降に期成同盟会を設立する予定であり、この道路が和歌山県にとって第二県土軸とな

るよう、国・県に積極的に働きかけてまいりたいと思います。 

 それでは、平成２７年度当初予算（案）について、御説明をいたします。 

 まず、平成２７年度当初予算額といたしましては、一般会計３０９億５，０００万円、

特別会計１９８億５，３３６万円、公営企業会計２１億５，３８２万５，０００円、全て

の会計を合わせますと、５２９億５，７１８万５，０００円であります。 

 一般会計は、昨年に比べ縮小しているものの、５年連続３００億円を超える大型予算と

なっており、先ほど説明した基盤づくりの集大成と、未来につなぐ投資型予算となってお

ります。 

 平成２７年度の重点事業といたしましては、私の３期目の政策目標ごとに六つの分類に

分けて施策を展開してまいります。 

 一つ目の重点事業といたしましては、「安全・安心 そして強い」まちづくりです。 

 １０年という節目、施設整備の集大成という言葉を使いましたが、まだまだ十分とはい

うわけにはまいりません。引き続き、安全・安心なまちづくりのため、設備投資は必要と

考えております。 

 防災行政無線については、旧町で導入した設備を利用しておりますが、通信機能の向上

を目指し、デジタル化を進めるための実施設計を行い、また市が管理する道路などのイン

フラについては建設から数十年が経過しているものも多く、老朽化が進む道路施設の損傷

状況を調査・補修するための道路メンテナンス事業を実施いたします。 

 加えて、水道未普及地である「鞆渕・細野地区」に給水区域を拡張する簡易水道拡張事

業については、平成２８年度末までに給水開始を予定いたしております。 

 二つ目の重点事業としては、「夢産業・夢農業」まちづくりであります。 

 基幹産業である農業の振興策として、新規就農者に対する支援策のほか、農業経営の安

定を図るための事業を継続して実施いたしてまいります。 

 また、紀の川市のフルーツと他の地域資源を結びつけ、フルーツのまちとしての魅力・

イメージアップの強化を図りながら、紀の川市のファン拡大に取り組むとともに、「観光

大使」（「フルーツ大使」）を任命し、紀の川市、イコール、フルーツのまちを発信して

まいります。 

 また、当初予算ではありませんが、合併１０周年事業として、地元消費拡大と地域経済

の活性化に資するため、プレミアム商品券の発行事業を行います。これは、例年プレミア

ム分を１割としていたものを、割り増しした上で発行枚数をふやし、ことし３月補正予算

に前倒しして予算を計上、平成２７年度で執行する予定であります。 

 三つ目の重点事業といたしましては、「健康増進・医療・福祉」まちづくりであります。 
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 紀の川市で安心して家庭を築き、子育てをしていただくため、不妊治療や妊婦健康診断

の助成を継続して実施するほか、保護者の経済的負担軽減のため所得制限を設けず、小学

校卒業までの医療費や中学生の入院医療費の無料化事業など、子育て世代への支援に加え、

障害者や高齢者への支援策を継続して実施いたします。 

 また、新規事業といたしましては、市内在住の６５歳以上の高齢者の単身世帯の高齢者

のみの世帯及びこれに準ずる世帯を対象に、見守り、安否確認を行い、高齢者の孤独感解

消や孤独死の防止を図るため、高齢者見守り事業を実施いたします。 

 四つ目の重点事業といたしましては、「住みよい・住みたい・誇りある」まちづくりで

あります。 

 ことしから２カ年をかけ、地域に応じた計画的土地利用の誘導と規制、都市基盤の整備

推進を図る土地利用方針策定のための調査を実施いたします。その調査をもとに、第２段

階として、用途地域などの指定を検討してまいります。 

 また、冒頭にも申し上げました合併１０周年を迎えるに当たり、市の内外に紀の川市の

魅力をアピールするため、「ＮＨＫのど自慢」を８月９日に開催するほか、１１月７日の

合併日に記念式典を開催いたします。それに加え、現在市の歌が制定されておりませんの

で、本年は歌詞を広く募った上で、次年度に曲をつけ、市の歌を制定していきたいと考え

ております。 

 なお、本日お配りしております「報道機関提供資料」の表紙に印刷しております合併１

０周年記念ロゴマークを使用してＰＲに努めてまいります。 

 五つ目の重点事業といたしまして、「教育・健康・スポーツ振興」まちづくりでありま

す。 

 ことしは、紀の国わかやま国体と紀の国わかやま大会が開催されます。紀の川市内にお

きましても、それぞれの競技会場で市民総参加の「おもてなし」で大会を盛り上げ、紀の

川市の魅力を大いにアピールしてまいります。 

 施設面では、平成２７年度をもって市内小・中学校の耐震化率が１００％となりますが、

ことしから３カ年をかけて、小学校のさらなる教育環境向上のため、全ての小学校の普通

教室に空調設備の整備を行ってまいりたいと思います。 

 また、粉河・那賀給食センターは、アレルギー食の対応が難しい状況のため、１カ所に

統合した上で、専用の調理設備を設け、アレルギー食への環境を整えたいと思います。 

 それから、既に報道発表いたしておりますが、２月１２日に日本体育大学と「体育・ス

ポーツ振興に関する協定」を締結し、暮らしの中にスポーツを定着させ、「市民一人１ス

ポーツ」を合い言葉に、健康増進に努めてまいります。 

 六つ目の重点事業といたしましては、行財政改革のさらなる推進であります。 

 ことしの４月から、行財政改革部門を企画部へ集中させ、改革の強化を図るとともに、

事業・財源、費用と効果の両面から、政策をスピーディーに決定するため、財政課を総務

部から企画部に移管いたします。 
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 また、自然災害や不測の緊急非常事態にも適切に対応するため、新たな危機管理部を設

置し、危機管理体制の充実と強化を行います。 

 それから、事務の効率化やコストダウンが図れる業務については、積極的に民間委託を

推進することといたしたいと思います。 

 以上、私の３期目の政策目標ごとに、六つの分類で重点事業の概要を説明をさせていた

だきました。 

 続きまして、今定例議会に御提案いたしました諸議案について、概要説明をさせていた

だきます。 

 議案は、専決処分に係る報告議案、１議案、諮問、３議案、工事委託協定の締結に係る

議案、１議案、財産の取得の一部変更に係る議案、１議案、条例の制定及び一部改正に係

る議案、２０議案、平成２６年度各会計補正予算に係る議案、９議案、平成２７年度各会

計予算に係る議案、２４議案、那賀５町新市建設計画の変更に係る議案、１議案、権利の

放棄に係る議案、３議案、和解及び損害賠償の額の決定に係る議案、１議案、那賀老人福

祉施設組合規約の変更に関する協議に係る議案、１議案、計６５議案であります。 

 その概要を申し上げます。 

 報告第１号 専決処分の承認を求めることについては、市長及び副市長の給料の特例に

関する条例の制定についてであります。 

 市長及び副市長の平成２７年１月分の給料を規定による額から１０分の１に相当する額

を減じた額とするための条例を制定するもので、緊急を要し、議会を招集する時間的余裕

がなく、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分を行ったものであります。 

 諮問第１号から諮問第３号までの人権擁護委員候補者の推薦については、紀の川市人権

擁護委員のうち３名が、平成２７年６月３０日に任期満了となるため、土
ど

橋
ばし

ひさこ君、

西川
にしかわ

宏
こう

平
へい

君、三國
み く に

和美
か ず み

君を推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議

会の意見を求めるものであります。 

 議案第１号 工事委託協定の締結については、平成２６年度一般会計当初予算及び補正

予算（第４号）で議決を得ました市道中学校連絡線自歩道新設整備事業に伴う和歌山線粉

河・紀伊長田間粉河中学校前架道橋新設工事について協議を終え、工事委託協定を締結し

たいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規

定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第２号 財産の取得の一部変更については、平成２６年第４回紀の川市議会定例会

で議決を経ました財産の取得において、スポーツ備品の追加により、取得価格を変更する

ため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定に

より、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第３号 教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について。 

 議案第４号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例の制定についての２議案は、地方教育行政の組織及び運
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営に関する法律の一部を改正する法律が平成２７年４月１日から施行されるに伴い、必要

な事項を定めるものであります。 

 議案第５号 紀の川市保育料徴収条例の制定については、子ども・子育て支援法の施行

に伴い、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用に関し、利用者が負担する費

用等について、必要な事項を定めるものであります。 

 議案第６号 紀の川市指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護

予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定については、地域の自主性及び自立性を

高めるための改革推進を図るため、関係法律の整備に関する法律が公布され、介護保険法

の一部改正が平成２６年４月１日に施行されたことに伴い、必要な基準を定めるものであ

ります。 

 議案第７号 那賀老人福祉施設組合清算基金条例の制定については、那賀老人福祉施設

組合の解散に伴い、必要な事項を定めるものであります。 

 議案第８号 紀の川市財産区管理会条例の制定については、池田財産区ほか１０財産区

の管理会条例を一本化するもので、設置及びその組織運営等に関し必要な事項を定めるも

のであります。 

 議案第９号 紀の川市職員等の旅費に関する条例の一部改正については、特別急行列車

の利用範囲の見直しに伴い、所要の改正を行うものであります。 

 議案第１０号 紀の川市行政手続条例の一部改正については、行政手続法の一部を改正

する法律が平成２７年４月１日から施行されるに伴い、条例の一部を改正するものであり

ます。 

 議案第１１号 紀の川市心身障害児（者）医療費の支給に関する条例の一部改正につい

て、議案第１２号 紀の川市子ども医療費の支給に関する条例の一部改正について、議案

第１３号 紀の川市ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部改正についての３議案

は、支給対象医療費や支給対象要件の拡充に伴い、所要の改正を行うものであります。 

 議案第１４号 紀の川市墓地条例の一部改正については、那賀第１墓地の区画の明確化

及び使用料の見直しに伴い、所要の改正を行うものであります。 

 議案第１５号 紀の川市あき地管理の適正化に関する条例の一部改正については、あき

地の雑草または枯れ草の除去の市への委託を廃止することに伴い、所要の改正を行うもの

であります。 

 議案第１６号 紀の川市廃棄物処理及び清掃に関する条例の一部改正については、ごみ

集積所から資源物を持ち去る行為を禁止すること等に伴い、所要の改正を行うものであり

ます。 

 議案第１７号 紀の川市心身障害児在宅扶養手当支給条例の一部改正については、支給

対象者の見直しに伴い、所要の改正を行うものであります。 

 議案第１８号 紀の川市介護保険条例の一部改正については、第６期紀の川市介護保険
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事業計画に基づく平成２７年度から平成２９年度までの保険料の改正及び地域における医

療及び介護の総合的確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律が公布され、介

護保険法の一部改正が平成２７年４月１日から施行されること等に伴い、条例の一部を改

正するものであります。 

 議案第１９号 紀の川市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準等を定める条例の一部改正については、介護保険法施行規則等の一部改正する省令が

公布され、指定地域密着型サービスの事業人員、設備及び運営に関する基準の一部改正が

平成２７年４月１日から施行されることに伴い、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第２０号 紀の川市都市公園条例の一部改正については、紀の川市民公園の追加及

び個別条例に規定されていた都市公園の整理等に伴い、所要の改正を行うものであります。 

 議案第２１号 紀の川市立図書館条例の一部改正については、紀の川市立図書館を５館

から２館へ統廃合することに伴い、所要の改正を行うものであります。 

 議案第２２号 紀の川市社会体育施設条例の一部改正については、社会体育施設の整理

及び使用料の見直しに伴い、所要の改正を行うものであります。 

 議案第２３号 平成２６年度紀の川市一般会計補正予算（第５号）についてから、議案

第３１号 平成２６年度紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第２号）についてまでの

９議案については、国の補正予算で交付される「地域住民生活等緊急支援のための交付

金」対象事業の増額措置並びに各事業の事業費確定に伴う減額措置等による補正でありま

す。 

 議案第３２号 平成２７年度紀の川市一般会計予算についてから、議案第５５号 平成

２７年度紀の川市工業用水道事業会計予算についてまでの２４議案については、平成２７

年度各会計当初予算であり、先ほど概要の一部を説明させていただきましたが、資料とし

て、「平成２７年度当初予算の概要」を添付いたしておりますので、詳細説明は省かせて

いただきますことを御了承賜りたいと存じます。 

 議案第５６号 那賀５町新市建設計画の変更については、東日本大震災による被害を受

けた合併市町村に係る地方債の特例に関する法律の一部改正する法律が施行され、合併特

例債を発行することができる期間が延長されたことに伴い、那賀５町新市建設計画を変更

するため、市町村の合併の特例に関する法律第５条第７項の規定により、議会の議決を求

めるものであります。 

 議案第５７号から議案第５９号の権利の放棄についての３議案は、回収不能となった住

宅新築資金貸付金及び宅地取得資金貸付金に係る債権の権利を放棄するため、地方自治法

第９６条第１項第１０号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第６０号 和解及び損害賠償の額の決定については、自治会活動中に発生した事故

について、相手方と協議が整い和解するため、地方自治法第９６条第１項第１２号及び第

１３号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第６１号 那賀老人福祉施設組合規約の変更に関する協議については、組合の解散
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における事務継承規定を追加することに伴い、規約変更について関係地方公共団体の協議

を経て、県知事の許可を受けるため、議会の議決を求めるものであります。 

 以上、議案の概要説明を申し上げましたが、引き続き、担当部長から詳細説明をいたさ

せますので、御審議の上、御同意、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（高田英亮君） ここで、しばらく休憩いたします。 

（休憩 午前１１時０３分） 

――――――――――――――― 

（再開 午前１１時１５分） 

○議長（高田英亮君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、提案理由の説明を続けます。 

 続いて、補足説明を求めます。 

 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） それでは、議案の補足説明をさせていただきます。 

 議案書の１ページ、お願いいたします。 

 報告第１号 専決処分の承認を求めることについて、地方自治法第１７９条第１項の規

定により、別紙のとおり専決したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、御承認を

求めます。 

 次のページの専決処分書をお願いいたします。 

 専決した条例名は、市長及び副市長の給料の特例に関する条例です。専決日は、平成２

６年１２月１９日でございます。 

 ３ページの本文の改正につきましては、市長、副市長の１月分の給料を１０分１減額す

るものでございます。 

 附則で、施行日と執行日を定めております。 

 以上、御承認、お願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） それでは、諮問第１号から諮問第３号までの人権擁

護委員候補者の推薦について、御説明させていただきます。 

 議案書４ページから６ページでございます。 

 今回、人権擁護委員３名の方が、来る平成２７年６月３０日をもって任期満了となりま

すので、土橋ひさこ氏については、新たに、また西川宏平氏、三國和美氏については再任

し、人権擁護委員の候補者として推薦いたしたく諮問するものでございます。 

 人権擁護委員法の規定により、市町村長は、その市町村議会の意見を聞いて人権擁護委

員の候補者を推薦しなければならないと定められており、これにより議会の意見を求める

ものでございます。 

 議案書４ページ、諮問第１号につきましては、住所、紀の川市横谷２０４番地、氏名、
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土橋ひさこ、昭和２３年３月２９日生まれでございます。 

 議案書５ページ、諮問第２号につきましては、住所、紀の川市桃山町神田１８９番地、

氏名、西川宏平、昭和２２年２月１９日生まれでございます。 

 議案書６ページ、諮問第３号につきましては、住所、紀の川市貴志川町前田６３１番地

１２、氏名、三國和美、昭和３１年１２月２４日生まれでございます。 

 なお、任期につきましては、法務大臣が委嘱した日から３年となってございます。 

 以上、諮問３件について、よろしくお願いいたします。 

 なお、３名の略歴等につきましては、別冊の議案資料１ページから３ページに資料とし

て掲載してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（高田英亮君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第１号 工事委託協

定の締結について、御説明申し上げます。 

 議案書７ページをお開きください。 

 記といたしまして、１、協定の目的、市道中学校連絡線自歩道新設整備事業に伴う和歌

山線粉河・紀伊長田間粉河中学校前架道橋新設工事、２、協定の方法、随意契約、３、協

定の金額、金３億４，９７４万３，０００円、４、協定の相手方、和歌山市吉田９４番地

の１、西日本旅客鉄道株式会社執行役員 和歌山支社長 川井 正。 

 なお、別冊の議案資料４ページから６ページに参考図面を添付してございますので、ご

らんいただきたいと思います。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 教育部長 山本弘茂君。 

○教育部長（山本弘茂君）（登壇） 続きまして、私のほうから、議案第２号について補

足説明申し上げます。 

 議案書の８ページをお願いいたします。 

 記といたしまして、取得価格、金５，８２６万６，０００円でございます。当初契約か

ら１，１２８万６，０００円の増額をお願いするものでございます。 

 議案の資料といたしまして、別冊議案資料７ページから８ページに追加備品の一覧を添

付してございますので、御高覧ください。 

 以上、御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） 続いて、議案第３号及び議案第４号について、提案

理由の補足をさせていただきます。 

 ９ページ、お願いいたします。 

 議案第３号、教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について。教育長

の職務に専念する義務の特例に関する条例を別紙のとおり制定するものとする。 
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 次のページの制定本文お願いいたします。 

 本条例の趣旨については、教育長の身分が一般職から特別職に位置づけられ、地方公務

員法の適用から外れるため、条例で教育長の職務専念義務の特例を定めるものでございま

す。 

 第２条において、職務に専念する義務の免除がされるものとして、第１号で、研修を受

ける場合、第２号において、構成に関する計画の実施に参加する場合、第３号では、前２

号に掲げるもののほか教育委員会が必要と認める場合としています。 

 次の第３条は、規則への委任、附則第１項で、施行日を平成２７年４月１日からと規定

し、第２項では、現在の教育長の任期中については、現行条例は適用しない旨規定してお

ります。 

 続いて、議案第４号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について。 

 この条例につきましても、先ほどの地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を

改正する法律の施行に伴うものでございます。 

 次の１２ページをお願いいたします。 

 第１条では、紀の川市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正で、新しい教育委員会制度において教育委員長が廃止されることに伴いまして、教

育委員会委員長の報酬の欄を削除するものでございます。 

 第２条は、紀の川市長及び副市長の給与等に関する条例の一部改正で、教育長が特別職

となることに伴い、現行の条例に教育長を含めた題名と条文とするもので、次のページに

新たに教育長の報酬を追加しております。 

 第３条は、教育長が特別職となるため、紀の川市教育委員会教育長の給与及び勤務時間

等に関する条例を廃止するものでございます。 

 附則第１項で、施行日を平成２７年４月１日とし、附則第２項は、経過措置として、現

在の教育長の任期中については現行のまま運用する旨を規定し、附則第３項では、本則第

２条の改正により条例のタイトルが変更となるため、紀の川市議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例において、引用条例を変更するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（高田英亮君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 

○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第５号から議案

第７号までの３議案について、御説明申し上げます。 

 まず、議案第５号 紀の川市保育料徴収条例の制定についてでありますが、議案書１６

ページをお願いします。 

 従来、保育料の徴収規定につきましては、国の保育料基準内での制定であることから、

規則委任で整備しておりましたが、地方分権推進一括法の施行による義務づけや格付の見

直し及び条例制定権の拡大を踏まえ、また子ども・子育て支援法がこの４月から施行され
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ることから、保育料の徴収規定を条例委任し制定するものでございます。 

 制定内容でありますが、第１条では、条例の趣旨を。第２条では、用語の定義を。第３

条では、支給認定保護者の保育料を認定区分に応じ別表第１から別表第３に規定している

旨を。第４条では、途中入所の保育料規定を。第５条では、保育料の徴収規定を。第６条

では、延長保育料について別表第４に規定している旨を。第７条、第８条で、減免及び納

期を規定し、附則で、平成２７年４月１日から施行することとしております。 

 続いて、議案第６号 紀の川市指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について、御説明申し上げます。 

 議案書２１ページをお願いします。 

 介護保険法の改正により、これまで厚生労働省令において定めることとされていた指定

制介護予防支援の基準等が、地方自治体の条例により必要な基準等を定めることとされた

ため、制定するものでございます。 

 制定内容でありますが、第１条では、条例の趣旨を。第２条では、条例で使用する用語

の定義を。第３条では、申請者の資格を。第４条では、指定介護予防支援等の事業の人員

及び運営並びに介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を。第５条では、利用

者の人権擁護に関することを定めており、附則で、平成２７年４月１日から施行すること

といたしております。 

 続いて、議案第７号 那賀老人福祉施設組合清算基金条例の制定についてでありますが、

議案書２４ページをお願いします。 

 那賀老人福祉施設組合は、平成２８年３月３１日をもって解散することを予定している

ことにより、構成市であります岩出市との協議の上、解散に伴う清算金の適正な管理並び

に健全な運営のため基金を設置するものでございます。 

 本則第１条から第５条までは、設置目的、基金の積立額、基金の管理・運用規定を。第

６条で、この基金の処分規定を定め、附則で、平成２７年４月１日から施行することとい

たしております。 

 以上、議案第５号から議案第７号の説明といたします。御審議、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（高田英亮君） 農林商工部長 岩坪純司君。 

○農林商工部長（岩坪純司君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第８号の紀の川

市財産区管理会条例の制定についての補足説明を申し上げます。 

 議案書２５ページをお願いいたします。 

 紀の川市財産区管理会条例を別紙のとおり制定するものとする。 

 提案理由につきましては、紀の川市発足当初は、管理会制をしく財産区管理会条例につ

いて、それぞれ個々の条例を制定しておりましたが、今回、紀の川市の財産区として統一、

一本化した管理会条例を制定すべきとの考え方から、また条例上の不備を補完する必要が
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あることから、１１財産区管理会の承諾が得られましたので、池田財産区管理会条例等を

廃止し、紀の川市財産区管理会条例を新たに制定するものであります。 

 次の２６ページをお願いいたします。 

 第１条では、条例の趣旨を。第２条では、池田財産区を初めとする１１財産区の設置と

委員人数の組織構成を。第３条では、委員の選任方法等を。第４条では、委員の失職及び

資格決定の規定を。第５条では、会長及び副会長の選出方法と役割を。第６条では、管理

会の招集方法を。第７条では、会議の方法を。第８条では、議事運営に関する必要な事項

はそれぞれの管理会で定めるものとし。第９条では、管理会の同意を要する事項について。 

 おめくりをいただきまして、２８ページの第１０条では、委員の報酬額と支給方法を。

第１１条では、費用弁償の規定を。第１２条では、議事運営に関する規定をそれぞれ定め

ております。 

 なお、附則で、施行期日を平成２７年４月１日とするものとし、従前の池田財産区をは

じめとする１１財産区管理会条例と最上、神田、市場、元財産区及び調月財産区管理会委

員の費用弁償条例を廃止する規定と経過措置規定を設けてございます。 

 また、第１０条、報酬額については、２９ページで別表のとおり定めておりますが、金

額面で大きな乖離があります。旧町において、それぞれの財産区管理運営等において、適

切な金額として決定されたものでございますが、今回その調整までには至っておりません。 

 今後において、委員活動の状況等を考慮し、さらに委員皆様の御意見等を十分伺った上

で、各管理会で調整に努めていただくよう取り組みを進めてまいりたいと考えてございま

す。 

 以上でございます。御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（高田英亮君） 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） 続きまして、３０ページ、議案第９号 紀の川市職

員等の旅費に関する条例の一部改正につき、補足説明をさせていただきます。 

 ３１ページをお願いいたします。 

 第４条第２項第１号の改正は、現行では１００キロメートル以上の路線でしか認めてい

ない特急料金を、和歌山市内発の列車に限り、７０キロメートル以上でも認めるものであ

ります。これにより、和歌山～新大阪間が対象となります。 

 施行は、平成２７年４月１日からです。 

 続きまして、次の３２ページ、お願いいたします。 

 議案第１０号 行政手続条例の一部改正についてでございます。 

 処分に関し、国民が行政庁に不服を申し立てる制度について、抜本的な見直しがござい

ましたので、条例につきましても改正を行うものでございます。 

 ３４ページのほうお願いいたします。 

 第３条でございますが、議会の議決または同意もしくは承認によりされた処分を適用除

外に追加をしております。 
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 ３８ページ、お願いいたします。 

 条例第３３条第２項は行政指導の方式を新設し、行政指導をする際に、その根拠となる

法令等の条項や当該条項に規定される要件に適合する理由を示さなければならないと定め

ることで、行政指導の手続の透明性を高め、条例第３２条に規定する不適切な行政指導を

防止し、行政指導の相手方の権利利害の保護を図るものでございます。 

 次の３９ページでございます。 

 条例第３５号も、新たに条項を新設しております。行政指導の中止等の求めとして、法

令等に違反する行為の是正を求める行政指導を受けた者が、当該行政指導がその要件を定

めた法令等の規定に違反する場合には、その中止、その他必要な措置を講ずることを求め

ることができるとしました。これにより、行政運営における公正の確保と透明性の向上、

行政指導の相手方の権利利益の保護を図ることとしております。 

 次のページ、お願いします。 

 条例第３６条も、同じく新設で、処分の求めとして、法令等に違反している事実を知る

者が市の機関等に申し出て、その是正のための処分または行政指導を行うことを求めるこ

とができるものとし、この規定により行政運営における公正の確保と透明性の向上、国民

の権利利益の保護を図るものでございます。 

 附則におきましては、施行日を平成２７年４月１日からとし、第２項では、行政手続条

例第３３条第２項を追加することによる項ずれのための改正をしております。 

 以上でございます。御審議をお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） それでは、議案第１１号から議案第１６号までの６

議案について、御説明申し上げます。 

 まず、２３ページでございます。 

 議案第１１号 紀の川市心身障害児（者）医療費の支給に関する条例の一部を改正する

条例でございます。 

 改正箇所は、下線の部分となってございます。支給対象医療費の拡充を行うため、第２

条第３項に、訪問看護療養費、家族訪問看護療養費を追加するものでございます。 

 附則として、第１項、この条例は、平成２７年８月１日から施行する。第２項は、改正

後に受けた医療に係る医療費についての経過措置の規定でございます。 

 続きまして、議案第１２号 紀の川市子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正に

ついて、御説明申し上げます。 

 ４５ページをお願いいたします。 

 改正箇所は、下線の部分となってございます。支給対象医療費の拡充を行うため、第２

条第４項に訪問看護療養費、家族訪問看護療養費を追加するものでございます。 

 附則として、第１項、この条例は、平成２７年８月１日から施行する。第２項は、改正

後に受けた医療に係る医療費についての経過措置の規定でございます。 



平成２７年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２７年２月２０日 

 

－24－ 

 続きまして、４７ページをお願いいたします。 

 議案第１３号 紀の川市ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

でございます。 

 これも改正箇所につきましては、下線の部分となってございます。 

 支給対象要件を拡充するため、第２条第３項にＤＶ被害者等に対する支援として、第７

号を新たに制定し、追加。 

 次のページをお願いします。 

 また、支給対象医療費の拡充を行うため、第５条第２項に訪問看護療養費、家族訪問看

護療養費を追加するものでございます。 

 附則として、第１項、この条例は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、第５条

第２項の改正は、平成２７年８月１日から施行する。第２項は、改正後に受けた医療に係

る医療費についての経過措置でございます。 

 次に、５０ページをお願いします。 

 議案第１４号 紀の川市墓地条例の一部を改正する条例でございます。 

 同じく、改正箇所は、下線の部分となってございます。 

 第２条は、墓地の所在地を地籍調査による正規の地番に、また那賀第１墓地につきまし

ては、代表地番に変更するものでございます。第４条は、字句の改正を。 

 次のページ、第５条は、矢倉墓地、小坂墓地、那賀第１墓地、那賀第２墓地、王子第１

墓地を墓地に、また第２項の那賀第１墓地、那賀第２墓地、王子第１墓地について墓地の

返還があった場合、納めた使用料を全額還付する条文を削り、第３項を第２項に改正する

ものでございます。第６条につきましては、字句の改正、新たに第２項として、納めた使

用料は還付しない旨を。ただし、市長が特別の事由があると認めたときは、その全部また

は一部を還付することができる条文を制定し、追加するものでございます。第７条、第８

条は字句の改正を。 

 次のページお願いいたします。 

 別表第１につきましては、その１、その２の矢倉・小坂墓地の表の名称を第１項、矢倉

墓地区画、第２項、小坂墓地区画に、その３の墓地配置図を詳細な図にあらわし、第３項、

那賀第１墓地区画とし、その４、その５を第４項、那賀第２墓地区画、第５項、王子第１

墓地区画に改正するものでございます。 

 ５４ページから５６ページの別表第２につきましては、第３項では、那賀第１墓地使用

料を表のとおり改正するものでございます。改正理由といたしましては、他の市営墓地の

使用料と比較いたしますと著しく乖離しておりますことから、今回見直しを行い、改正を

お願いするものでございます。 

 附則として、第１項は、この条例の施行期日を、第２項は、那賀第１墓地、那賀第２墓

地及び王子第１墓地について、墓地の返還があった場合の使用料の還付に関する規定でご

ざいます。 
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 なお、別冊の議案資料９ページに、那賀第１墓地の区画図を拡大して掲載しております

ので、参考にしていただきたいと思います。 

 続きまして、５８ページをお願いします。 

 議案第１５号 紀の川市あき地管理の適正化に関する条例の一部を改正する条例でござ

います。 

 改正箇所は、下線の部分となってございます。第６条第２項は、字句の改正を。第７条

は、提案理由のとおり、あき地の雑草または枯れ草の除去について市への委託を廃止する

ため、７条の規定を削り、第８条を第７条とするものでございます。 

 附則として、この条例は、平成２７年４月１日から施行するものでございます。 

 続きまして、６０ページをお願いいたします。 

 議案第１６号 紀の川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例でご

ざいます。 

 改正箇所は、下線部分となってございます。今回改正する条文は全て新たに新設するも

のでございます。 

 第９条の２では、所定の集積所に排出された資源物の持ち去りの禁止等の規定を。第９

条の３では、資源物を収集または運搬したものに対し、警告・勧告・及び命令することが

できる規定を。 

 ６１ページの第９条の４第１項では、違反行為の事実を公表することができる規定。ま

た第２項では、違反行為を公表しようとするときの規定を。第３４条では、命令に違反し、

資源物を収集または運搬した者への罰則の規定を。第３５条では、違反行為をしたときは

行為者を罰するほか、その法人または人に対して第３４条の罰金刑を課する規定を新設す

るものでございます。 

 ６２ページの附則といたしまして、この条例は、平成２７年４月１日から施行する。た

だし、第３４条、第３５条は、周知期間を設ける必要がございますので、平成２８年４月

１日から施行するものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（高田英亮君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 

○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、議案第１７号から議案第１９号まで

の３議案の御説明を申し上げます。 

 まず、議案第１７号 紀の川市心身障害児在宅扶養手当支給条例の一部を改正する条例

でありますが、議案書６４ページをお願いします。 

 改正内容でありますが、障害者総合支援法の施行により、難病患者等が障害福祉サービ

スの受給対象者に加えられたことに伴い、市独自事業の本則の受給資格に難病患者等を加

え、難病患者等への支援を図ることとし、一方、国の施策であります特別児童扶養手当の

受給者については制度を見直し、国または県の制度で救済されない者のみに受給者を限定

した上、特別児童扶養手当では対象外でありました施設入所児も受給対象とするものでご
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ざいます。 

 このことにより、表題及び本則第１条中の心身障害児在宅扶養手当の「在宅」を削除し、

受給資格規定第２条各号のうち、第４号を改め、また新たに第２条第２項を加える改正で

ございます。 

 なお、附則で、平成２７年４月１日から施行することといたしております。 

 次に、議案第１８号 紀の川市介護保険条例の一部を改正する条例でありますが、議案

書６７ページをお願いします。 

 改正内容でありますが、主に３点の改正がありますので、説明させていただきます。 

 まず１点目は、平成２７年度から平成２９年度の第６期介護保険事業計画に基づき、各

所得段階の介護保険料率の改定によるもので、新第５段階、改正条文第６条第１項第５号

を保険料基準年額７万１，０００円と定め、新第１段階から新第１１段階の各所得段階の

保険料を規定してございます。なお、保険料基準年額につきましては、給付費の増加等に

より、第５期に比べ年額で１万１，０００円高くなっております。 

 ２点目は、新たに低所得者の支援第１段階、改正条文第６条第１項第１号については、

保険料の軽減制度が設けられたことにより、議案書６９ページ、改正条文第６条第２項を

追加し、平成２７年度及び平成２８年度の保険料率を規定してございます。なお、平成２

９年度実施分については、未確定な部分がありますので、追って条例改正をお願いしたい

と思います。また、この条文の整備については、介護保険法施行令の公布がおくれるため、

施行期日については、附則で規則に委任する規定を設けてございます。 

 ３点目は、地域における医療や介護の総合的な確保を推進するための関係法律の改正に

より、平成２７年度から市の事業である地域支援事業に移行される介護予防・日常生活支

援総合事業については、制度改正に合わせた体制を構築するのが困難なことから、議案書

７０ページの附則に、総合事業等に関する経過措置として、１２項から１５項の４項を追

加し、１２項では、訪問系、通所系サービスの事業実施時期を平成２９年３月３１日まで

の間において規則で定める日とする旨を、１３項から１５項には、移行されるその他の事

業の事業実施時期をそれぞれ平成３０年３月３１日までの間において、規則で定める日と

する旨を規制してございます。 

 附則で、施行期日を平成２７年４月１日とし、経過措置として、平成２６年度以前の年

度分の保険料について定めてございます。 

 続いて、議案第１９号 紀の川市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例でありますが、議案書７４ページ、７

５ページをお願いします。 

 改正内容でありますが、介護保険法施行規則等の一部を改正する省令の施行により、本

則第５条第２項中、指定複合型サービスを指定看護小規模多機能型居宅介護に改めるもの

です。 

 なお、附則で、平成２７年４月１日から施行することといたしております。 
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 以上で、議案第１７号から議案第１９号の説明といたします。御審議、よろしくお願い

いたします。 

○議長（高田英亮君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） 議案第２０号 紀の川市都市公園条例の一部改正に

ついて、御説明申し上げます。 

 議案書の７７ページをお開きください。 

 本条例の改正は、施行日ごとに３条文での構成となります。第１条では、字句の改正及

び別表第２において、備考の位置を改めるものでございます。 

 ８０ページ以降の第２条では、紀の川市民公園及び紀の川市民体育館の追加と使用料を

設定するものでございます。 

 ８３ページ以降の第３条では、愛宕池公園の使用料を改定するとともに、個別条例で規

定されていた粉河河南緑地、粉河河北緑地を追加し、使用料を設定するものでございます。 

 ８７ページの附則の第１項では、この条例は公布の日から施行するものとし、第２条の

規定は、平成２７年４月２９日から、第３条の規定は、平成２７年６月１日から施行とす

るものでございます。第２項では、第１号、紀の川市児童公園条例、第２号、紀の川市粉

河河南緑地公園条例、第３号、紀の川市秋葉山公園条例の３条例を廃止するものでござい

ます。第３項では、紀の川市児童公園条例等の廃止に伴う経過措置を記載してございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 教育部長 山本弘茂君。 

○教育部長（山本弘茂君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第２１号と議案第２

２号の２議案について、補足説明申し上げます。 

 議案第２１号 紀の川市立図書館条例の一部改正についてでございます。 

 議案書の８９ページをお願いいたします。 

 ８９ページの第１条の表中第２条では、粉河図書館の廃止を。また第５条では、字句の

訂正を。第２条の表中第２条、おめくりいただきまして９０ページでございます。には那

賀図書館の廃止を。続きまして、第３条の表中の第２条では、桃山図書館の廃止を。第４

条の表中第２条、９１ページでございますが、こちらでは貴志川図書館の廃止を行いまし

て。第５条、表中第２条で、打田図書館を河北図書館に名称を変更するとともに、新たに

河南図書館を貴志川町神戸３２７番地の１に設置するものでございます。 

 なお、それぞれの図書館の廃止時期と河南図書館の開設時期につきましては、附則でそ

れぞれの施行日を定めてございます。 

 続きまして、議案第２２号 紀の川市社会体育施設条例の一部改正についてでございま

す。 

 議案書の９３ページをお願いいたします。大きな変更点を御説明申し上げます。 

 まず、表の部分全体でございますが、各施設ごとの整備が整ってございませんでしたの

で、このたび旧町の建制順に並びかえをいたしまして、表全体の整理をしてございます。
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また、使用料につきましても、統一を図ったところでございます。施設面では、通称粉河

運動場を粉河河北緑地として都市計画に移管をしてございます。このことに伴いまして、

社会体育施設から削除をしてございます。また、旧粉河町の体育館、武道館を用途廃止し、

かわって旧粉河中学校の体育館、武道館、運動場を社会体育施設として利用するため、所

要の改正をお願いするものでございます。 

 なお、附則で、本条例の施行日を平成２７年６月１日と定めてございます。 

 以上、御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（高田英亮君） ここで、しばらく休憩いたします。 

（休憩 午前１１時５８分） 

――――――――――――――― 

（再開 午後 １時００分） 

○議長（高田英亮君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、提案理由の説明を続けます。 

 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） それでは、１０４ページをお開き願います。 

 議案第２３号 平成２６年度紀の川市一般会計補正予算（第５号）につきまして、補足

説明をさせていただきます。 

 表題に、補正予算書と書いております別冊の１ページをお開き願います。 

 今回の補正額は、７億３，７１１万４，０００円の減額、歳入歳出予算の総額が３２０

億２，１６７万２，０００円となります。 

 第２条は、繰越明許費に係る規定。第３条は、地方債の補正に係る規定です。 

 続いて、２ページ、お願いいたします。 

 第１表、歳入では、分担金及び負担金、使用料及び手数料、県支出金、繰入金、諸収入、

市債を減額し、国庫支出金、財産収入を増額としております。 

 続いて、３ページからの歳出には、国の補正予算で交付される地域住民生活等緊急支援

のための交付金対象事業の増額のほか、各事業の事業費確定に伴う減額措置を中心に補正

を行っております。 

 続いて、５ページから７ページにつきましては、繰越明許費、２款、総務費から１１款、

災害復旧費まで、合わせて１９事業ございます。年度中の執行が見込めず、翌年度に繰り

越しをして執行する事業でございます。 

 次の８ページから９ページにかけまして、今回の補正による各事業の地方債の限度額を

変更しております。 

 それでは、別冊の説明書の４ページのほうお開きいただきたいと思います。 

 まず、歳入から御説明させていただきます。 

 １４款、２項、１目、総務費国庫補助金のうち、地域住民生活等緊急支援のための交付

金２億４００万円を増額としております。この交付金は、地方が実施する地域における消
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費喚起策やこれに直接効果を有する生活支援策に対し、国が支援する地域消費喚起生活支

援型と地方による地方版総合戦略の早期かつ有効な策定と、これに関する優良施策の実施

等に対し、国が支援する地方創生先行型という二つのタイプで構成され、地方の積極的な

取り組みを支援する交付金でございます。 

 続きまして、７ページ、お願いいたします。 

 １８款、２項、１目、基金繰入金のうち、財源調整のため財政調整基金からの繰入額を

３億５，８１４万１，０００円の減額としております。その他の歳入については、事業費

の確定に伴う増減ですので、説明は省略させていただきたいと思います。 

 続いて、９ページ、お願いいたします。 

 歳出でございますが、地域住民生活等緊急支援のための交付金、合わせて２億４００万

円に係る事業を中心に御説明をさせていただきます。 

 この事業につきましては、全額平成２７年度に繰り越しをしまして、平成２７年度にお

いて執行されるということになります。 

 それでは、１１ページをお願いします。 

 ２款、１項、７目の企画費の婚活支援事業１４２万１，０００円の増額です。現在実施

している婚活イベントに追加し、新たな結婚相談を受け付けるサポート窓口の開設と結婚

を希望する人を対象にしたセミナー開催に要する経費です。次の地方版総合戦略等策定事

業１，０００万円については、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に連動し、本市

の今後５年間の地方版総合戦略を策定する事業で、国の人口ビジョンデータを分析し、本

市課題に応じ、具体策を策定してまいります。 

 続いて、１９ページ、お願いいたします。 

 ３款、２項、６目、児童福祉施設費、保育所保育環境充実事業として、補正額３，８５

１万６，０００円、この事業は、保育環境の充実を図るために市内の公立保育所、私立保

育園の遊具、絵本及び防災用品等を整備する事業でございます。 

 続いて、２５ページをお開き願います。 

 ７款、１項、２目、商工振興費、商工会商品券補助事業、補正額１億３，０００万円の

増額です。地域の消費喚起を促すため、プレミアム率を例年の１０％から３０％に高め、

商品券を発行する事業でございます。 

 次の３目、観光振興費、観光プロモーション強化事業１，３６８万５，０００円の増額。

フルーツのまち紀の川市を定着させるため、ぷるぷる娘やキャンペーンスタッフらが主に

なり、都市圏において定期的な観光ＰＲや情報発信には欠かせないホームページやＳＮＳ

を利活用した取り組みを行い、各種プロモーションの強化を図る事業でございます。 

 続いて、３０ページをお開き願います。 

 ９款、１項、１目、消防総務費の中で、防災用品備蓄事業１７９万２，０００円の増額

です。この事業は、災害に備えて乳幼児を対象にした粉ミルク、離乳食、紙おむつ等を購

入する事業であります。 
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 ３１ページ、お願いします。 

 １０款、２項、１目、学校管理費、小学校防災用品配備事業として８５８万６，０００

円の増額、管内小学校に災害発生時への備えとして、防災用ヘルメットを配備する事業で

ございます。 

 以上、７事業が地域住民生活等緊急支援のための交付金、合わせて２億４００万円に係

る事業でございます。 

 交付金事業以外としまして、ページをお戻りいただきまして、２５ページに、６款、２

項、２目、林業振興費、鳥獣対策事業として１９５万円、イノシシ捕獲頭数が大幅に増加

するため、増額としております。 

 以上が、今回の補正の主な内容でございます。御審議、お願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） それでは、議案第２４号 平成２６年度紀の川市住

宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第３号）について、御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書１０ページをお願いいたします。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５２５万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４，２７２万１，０００円とするものでございま

す。 

 ２項として、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、１１ページ、１２ページの「第１表 歳入歳出予算補正」のとお

りでございます。 

 補正内容につきましては、別冊説明書の３ページをお開き願います。 

 歳入につきましては、１款、県支出金、１項、県補助金において、償還推進助成事業費

補助金の確定による５２５万６，０００円の増額計上でございます。 

 次に、４ページをごらんください。 

 歳出につきましては、１款、土木費、１項、住宅費において、歳入増額分を全額一般会

計繰出金に増額の計上を行うものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） それでは、議案第２５号、議案第２６号の２議案に

ついて、御説明申し上げます。 

 議案書、まず１０６ページ。 

 議案第２５号 平成２６年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２

号）について、地方自治法第２１８条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

 別冊の予算書、１３ページをお願いいたします。 

 第１条第１項、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，９４１万５，０００円を
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減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８２億９，３３０万３，０００円とする

ものでございます。 

 第２項、補正の款項の区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 

歳入歳出予算補正」によるところでございます。 

 １４ページ、１５ページは、「第１表 歳入歳出予算補正」でございます。 

 別冊の補正予算説明書、お願いいたします。 

 ３ページでございます。 

 ３款、国庫支出金、６款、県支出金は、高額医療費共同事業負担金の額の確定見込みに

よりそれぞれ９２７万８，０００円の減額、７款、共同事業交付金は、それぞれの交付金

の決定見込みにより、高額医療費共同事業交付金につきましては４，９１５万２，０００

円の増額、保険財政共同安定化事業交付金につきましては７，６１３万８，０００円を減

額するものでございます。 

 ４ページ、歳出でございます。 

 ２款、保険給付費は、一般被保険者分で、決算見込みにより予算額に不足が生じるため、

療養給付費、療養費と増額するものでございます。 

 ７款、共同事業拠出金は、それぞれの拠出金の額の確定見込みにより高額医療費拠出金、

保険財政安定化共同事業拠出金を増額する措置をし、所要の補正をお願いするものでござ

います。 

 続きまして、議案書１０７ページ。 

 議案第２６号 平成２６年度紀の川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につ

いて、地方自治法第２１８条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 予算書、１６ページをお願いいたします。 

 平成２６年度紀の川市の後期高齢者医療特別会計の補正予算（第２号）は、次に定める

ところでございます。 

 第１条、第１項、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，１０７万９，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億６，２６８万円とするものでござ

います。 

 第２項、補正の款項の区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 

歳入歳出予算補正」によるところでございます。 

 １７ページ、１８ページは、「第１表 歳入歳出補正予算」でございます。 

 別冊の予算説明書、３ページをお願いいたします。 

 ３款、繰入金で、保険基盤安定繰入金の確定により２０６万５，０００円の減額。 

 ５款、諸収入、雑入は、平成２５年度後期高齢者医療広域連合納付金の確定による返還

金２，３１４万４，０００円の増額でございます。 

 ４ページ、歳出では、２款、後期高齢者医療広域連合納付金で２０６万５，０００円の

減額。 
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 ５款、諸支出金で、一般会計繰出金２，３１４万４，０００円を増額し、所要の補正を

お願いするものでございます。 

 以上、２議案の説明を終わらせていただきます。御審議の上、御可決賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 

○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、議案第２７号 平成２６年度紀の川

市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）について、御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書、１９ページをお願いします。 

 平成２６年度紀の川市の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２６８万６，０００円減額し、歳

入歳出それぞれ６３億１，４５１万３，０００円と定めるものでございます。 

 補正の主な内容についてでありますが、別冊の紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正

予算（第３号）に関する説明書、３ページをお願いします。 

 歳入の３款、国庫支出金、４款、支払基金交付金、５款、県支出金は、本年度の交付金

の確定による予算精査をお願いするものでございます。 

 続いて、歳出では、歳入に伴う財源の組み替え、各事業実績に伴う予算減額とあわせ、

７ページ、４款、基金積立金で、介護保険準備基金の積み立て利子の不足分の予算措置を

お願いするものでございます。 

 以上、議案第２７号の説明といたします。御審議、よろしくお願いいたします。 

○議長（高田英亮君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） それでは、議案第２８号 平成２６年度紀の川市公

共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について、御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書の２２ページをごらん願います。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億３，７７１万８，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億５７１万９，０００円とする

ものでございます。 

 ２項として、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、２３ページから２４ページ、「第１表 歳入歳出予算補正」のと

おりでございます。 

 第２条として、翌年度に繰り越しして使用することができる経費は、２５ページの第２

表、繰越明許費のとおりでございます。 

 第３条の地方債の変更は、２６ページの「第３表 地方債補正」のとおりでございます。 

 補正内容は、別冊の予算説明書の３ページ以降にございますように、まず、歳入でござ

いますが、１款の分担金及び負担金、２款の使用料及び手数料につきましては、決算見込

みによる減額でございます。 
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 ３款の国庫支出金につきましては、交付決定額のとおり減額を、８款の諸収入につきま

しては、消費税、地方消費税還付金の確定による減額でございます。 

 ９款、市債につきましては、事業費の確定に伴う借り入れ額の減額でございます。 

 次に、５ページの歳出でございますが、１款、１項、２目、施設管理費につきましては、

汚水量見込みの修正に伴う流域下水道維持管理負担金の減額でございます。 

 また、２款、１項、１目、公共下水道事業費につきましては、交付金の決定及び水道管

の移設補償費の確定による減額でございます。 

 また、２目、流域下水道事業費では、水質検査委託料及び紀の川中流流域下水道那賀処

理区事業建設負担金において、事業費の確定による減額でございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 水道部長 田村佳央君。 

○水道部長（田村佳央君）（登壇） それでは、議案第２９号から議案第３１号の３議案

について、説明申し上げます。 

 まず、議案第２９号 平成２６年度紀の川市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

について、補足説明申し上げます。 

 補正予算書の２７ページをごらんください。 

 第１条で、歳入歳出予算総額からそれぞれ３８５万３，０００円を減額するもので、補

正後の歳入歳出予算の金額は、２８ページ、「第１表 歳入歳出予算補正」のとおりでご

ざいます。 

 ２８ページの歳入では、７款、諸収入及び８款、市債を。 

 ２９ページの歳出におきましては、１款、衛生費と３款、予備費について補正を計上し

ております。 

 補正の目的は、主に決算見込みによる予算調整でございます。補正の詳細につきまして

は、別冊の簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）説明書、３ページをごらんください。 

 まず、歳入ですが、７款、２項では、受託事業収入、決算見込みに基づき減額しており、

８款、市債については、事業費の決定並びに簡水債と辺地債の割り振りについて、県との

協議により決定したための調整を行ってございます。 

 ４ページは、歳出でございまして、簡易水道施設管理運営事業において事業費が確定い

たしましたので、１３節、委託料並びに１５節、工事請負費を減額調整しております。 

 続きまして、議案第３０号 平成２６年度紀の川市水道事業会計補正予算（第２号）に

ついて、御説明申し上げます。 

 これも、全て決算見込みによる調整でございます。 

 補正予算書の３１ページをお開きください。 

 第２条で、収益的収入及び支出の補正を行っております。収益的収入につきましては、

１億１，０６５万５，０００円、収益的支出が８，０８２万３，０００円をそれぞれ減額。 

 第３条、資本的収入及び支出におきまして、収入で９４７万７，０００円を減額、資本
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的支出では７，５４８万５，０００円を減額するとともに、資本的収入が資本的支出に対

し、不足する額についての補填方法を調整してございます。 

 おめくりいただきまして、３２ページの第４条におきまして、企業債の限度額について

３９０万円の減額補正を計上しております。補正の詳細としましては、別冊の紀の川市水

道事業会計補正予算（第２号）に関する説明書の５ページからをごらんください。 

 収益的収入につきましては、１款、１項、１目、給水収益でございますが、決算見込み

による減額。 

 １項、２目、受託工事収益の減については、公共下水道事業等で支障となる水道管布設

がえに要する補償費に確定による減額でございます。 

 また、６ページの収益的支出では、１款、１項、３目、受託工事費の減については、先

ほどの受託工事収益の減と同じで、受託工事費の確定によるものでございます。 

 ２項、２目、消費税及び地方消費税につきましては、建設改良事業で一部繰り越しの発

生があったこと、また決算見込みにより納付消費税額について仮算定した結果、予算調整

を行ってございます。 

 ７ページの資本的収入では、建設改良事業の確定により、企業債の減額並びに工事負担

金による水道管布設事業の事業費確定による工事負担金の減額補正となってございます。 

 ８ページの資本的支出では、取水及び配水設備工事費において、事業費の確定による減

額措置でございます。 

 水道事業会計補正予算（第２号）については、以上でございます。 

 続きまして、議案第３１号 紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第２号）について、

説明申し上げます。 

 補正予算書の３３ページをお開きください。 

 本会計についても、全て決算見込みによる補正でございます。 

 第２条は、収益的収入及び支出の補正でございます。 

 まず、収入につきましては４６万７，０００円、支出では４７６万７，０００円をそれ

ぞれ減額。 

 第３条、資本的収入及び支出におきましては、収入で１，３１５万１，０００円、資本

的支出では１，０９５万９，０００円を減額するとともに、資本的収入が資本的支出に対

し、不足する額についての補填方法を調整しております。 

 補正の詳細については、別冊の紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第２号）に関す

る説明書の５ページからをごらんください。 

 １款、工業用水道事業収益での１項、１目、給水収益の増額については、使用実績見込

みにより、また２目の受託工事収益の減額につきましては、受託工事に係る決算見込みに

よるものでございます。 

 ６ページの収益的支出では、１款、１項、３目、受託工事費については、事業費の確定

によるものです。 
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 ２項、２目の消費税及び地方消費税については、決算見込みによる仮算定の結果、所要

の調整を行ってございます。 

 ７ページの資本的収入では、工事負担金の減。 

 ８ページの資本的支出では、工事負担金を財源とした建設改良事業の事業費並びに単独

事業費の確定に伴い、減額補正を行ってございます。 

 工業用水道事業会計の補正については、以上でございます。 

 以上、３議案について、補足説明を終わります。御審議、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） それでは、議案第３２号 平成２７年度紀の川市一

般会計予算について、補足説明をさせていただきます。 

 別冊の平成２７年度予算書の１ページをお開き願います。 

 平成２７年度紀の川市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３０９億５，０００

万円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 第２条は、債務負担行為に係る規定。第３条は、地方債に係る規定。第４条で、一時借

入金の最高額を９３億円と定め。第５条で、歳出予算の流用について規定をしております。 

 ２ページをお開き願います。 

 第１表、歳入歳出予算でございます。 

 ２ページから６ページにかけまして、歳入歳出としてそれぞれの款項にわたりまして、

３０９億５，０００万円の合計額を見込んでおります。内容は、後ほど御説明をさせてい

ただきます。 

 ７ページをお開き願います。 

 第２表、債務負担行為でございます。債務負担行為の事項、期間、限度額を順次申し上

げます。庁舎総合管理委託、平成２８年度から平成３０年度１億５，７００万円、公有財

産台帳整備委託、平成２８年度９５０万円、紀の川市土地開発公社が借り入れする事業資

金の債務保証、平成２７年度１０億円に借り入れ期間中の利子をした額、用途地域調査業

務委託、平成２８年度６００万円、防災行政無線デジタル化工事、平成２８年度から平成

３１年度１１億４，９００万円でございます。 

 続いて、次のページ、第３表、地方債お願いいたします。 

 起債の目的と限度額を順次申し上げます。児童福祉施設整備事業４，８８０万円、清掃

施設整備事業７億１，９５０万円、農業施設整備事業４，７５０万円、道路橋梁整備事業

８億９，２１０万円、都市計画施設整備事業２億６，７９０万円、消防施設整備事業７，

４３０万円、小学校施設整備事業４億７，５８０万円、中学校施設整備事業１億１，０６

０万円、臨時財政対策債９億５，０００万円、合計額が３５億８，６５０万円でございま
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す。 

 それでは、歳入歳出につきましては、別冊でお手元に平成２７年度の予算説明書と、そ

れから、「平成２７年度当初予算の概要」（主要事業編）と（財政資料編）を配付させて

いただいております。 

 まず、平成２７年度当初予算の概要の財政資料編の１ページをお開きいただきたいと思

います。 

 まず、歳入から御説明申し上げます。 

 市税の総額が６４億６０５万４，０００円、対前年度比がマイナス２．９％の伸び率で

す。市税につきましては、下の欄の表の市税の内訳をごらんください。 

 市民税が２７億７，１６０万円、対前年度比マイナス１．２％です。全国的な経済情勢

は、緩やかな回復にあると言われていますが、地方の景気は依然として低迷していること

から、特に個人所得の増加が見込めず、また生産年齢人口の減少などから減額としており

ます。 

 続いて、固定資産税が２７億１，８６５万４，０００円、対前年度比マイナス４．８％、

依然として土地価格の下落が続いていることから、宅地の評価額が前年を下回り、さらに

家屋の評価がえの下落と償却資産の増加が見込めないなどの理由により、減額としており

ます。 

 軽自動車税が１億９，５５０万円、対前年度比４．２％の増。 

 たばこ税が３億８，８００万円、対前年度比マイナス４．０％。 

 都市計画税３億３，２３０万円、対前年度比マイナス４．６％となっております。 

 また、上の表にお戻りいただきたいと思います。 

 地方譲与税２億３，０００万１，０００円、対前年度比マイナス４．２％、地方財政計

画を参考に減額しております。 

 利子割交付金２，６００万円、配当割交付金２，８００万円、株式等譲渡所得割交付金

７００万円、いずれも平成２６年度の交付実績から推計をして予算計上をしております。 

 続いて、地方消費税交付金５億８，３００万円、対前年度比４．１％の増、地方消費税

率の改定に伴い２，３００万円の増額を見込んでいます。 

 ゴルフ場利用税交付金２，９００万円、対前年度比マイナス３１．０％、これはゴルフ

場が１カ所閉鎖したためによる減額です。 

 自動車取得税交付金３，５００万円、次の地方特例交付金３，１００万円についても、

平成２６年度の交付実績から推計して予算計上しています。 

 地方交付税が１０９億５，０００万円、対前年度比１．８％の増、１億９，０００万円

の増額です。地方財政計画を参考に、合併算定がえ及び公債費の算入分を加味して算出を

しております。 

 交通安全対策特別交付金６００万円、平成２６年度実績等から推計をしています。 

 分担金及び負担金４億１８０万７，００円、対前年度比６．３％の増、県営耕作放棄地
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解消発生防止基盤整備事業など、県営事業に係る分担金が増額となっております。 

 次に、使用料及び手数料は２億４，５２１万４，０００円、対前年度比３．５％の増に

ついては、平成２６年度の実績から推計するほか、市民体育館の使用料を増額としており

ます。 

 国庫支出金３３億８，５６６万２，０００円、対前年度比がマイナス９．２％、３億４，

２６４万９，０００円の減額です。減額理由は、社会資本整備総合交付金及び臨時福祉給

付金給付事業費補助金が減額となっている理由でございます。 

 県支出金２０億８，０２７万円、国体会場地市町村運営交付金、多面的機能支払事業補

助金の増額等により、対前年度比１６．０％の増を見込んでおります。 

 財産収入４，１８０万円、対前年度比１４．３％の増です。旧貴志川分庁舎賃借料によ

る増額などを見込んでおります。 

 寄附金が８万２，０００円を計上しています。 

 続いて、繰入金１５億３，８３８万４，０００円、対前年度比マイナス１７．１％、３

億１，７９９万８，０００円の減額。減額理由は、財政調整基金からの繰り入れが減額と

なっております。 

 繰越金５，０００万円、前年度繰越金を計上しております。 

 諸収入１２億８，９７２万６，０００円、対前年度比マイナス１４．２％、２億１，２

７７万４，０００円の減額、土地開発公社経営資金貸付金等の減額でございます。 

 市債発行額は３５億８，６５０万円、対前年度比マイナス１３．２％、５億４，６５０

万円の減額で、合併特例債対象事業の減によるものでございます。 

 以上、歳入合計が３０９億５，０００万円でございます。 

 次に、歳出については、次の２ページをお開き願います。主に、増減理由を中心に御説

明をさせていただきたいと思います。 

 議会費につきましては２億６，１８８万７，０００円、対前年度比８．３％の増でござ

います。 

 続きまして、総務費４１億７，０３５万円、対前年度比マイナス１５．６％、額にして

７億７，０５９万１，０００円の減額、貴志川分庁舎の整備事業、土地開発公社経営支援

資金貸付金が減額としております。 

 民生費９３億８，１２４万１，０００円、対前年度比３．６％の増、国民健康保険事業

勘定特別会計への繰出金の増額のほか、学童保育施設整備事業の増額などによるものでご

ざいます。 

 衛生費３４億３，８９１万３，０００円、対前年度比２２．１％の増、６億２，３５２

万４，０００円の増額、主に紀の海広域施設組合負担金の増額によるものです。 

 労働費が１２万８，０００円、雇用対策事業を計上しています。 

 農林業費８億７，０２９万７，０００円、対前年度比２６．３％の増、１億８，１２３

万円の増額、多面的機能支払交付金事業、震災対策農業水利施設整備事業などに伴う増額
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です。 

 商工費１億７，５７３万４，０００円、対前年度比マイナス１０．８％、これは商工会

商品券補助事業を平成２６年度補正予算に繰り上げ計上したため、減額となっております。 

 土木費が４０億７，５０４万５，０００円、対前年度比マイナス８．０％、３億５，４

２５万３，０００円の減額、都市公園整備事業費の減額によるものです。 

 続いて、消防費が１１億２７０万２，０００円、対前年度比５．１％の増で、主に防災

行政無線デジタル化事業による増額です。 

 教育費２６億５０５万１，０００円、対前年度比マイナス３０．１％、１１億２，１０

８万２，０００円の減額です。学校給食センター建設整備事業や竜門小学校校舎等改築事

業費の工事費の減額によるものでございます。 

 災害復旧費には、１万３，０００円を計上。 

 公債費が４８億１，８６３万９，０００円、対前年度比マイナス１．４％。 

 予備費５，０００万円。 

 以上、歳出合計、合わせまして３０９億５，０００万円を計上させていただいておりま

す。 

 また、別冊でお渡しの「平成２７年度当初予算の概要」（主要事業）をごらんいただき

たいと思います。 

 ３ページから１６ページにかけて、一般会計の１３３の新規、重点事業を本市の長期総

合計画に掲げる五つの政策目標ごとに担当課、事業名、事業概要、予算額を掲載しており

ます。説明は省略させていただきますので、ごらんおきいただきたいと思います。 

 以上、簡単ですが、平成２７年度一般会計当初予算の概要でございます。御審議、お願

い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） それでは、議案第３３号 平成２７年度紀の川市住

宅新築資金等貸付事業特別会計予算について、御説明申し上げます。 

 予算書、１０ページをお開き願います。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，５００万円、前年度と同

額を計上するものでございます。 

 ２項として、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、１１ページ、１２

ページの「第１表 歳入歳出予算」のとおりでございます。 

 第２条として、一時借入金の借り入れの最高額を８００万円と定めるものでございます。

内容につきましては、別冊予算説明書の２１７ページをお開きください。 

 歳入では、５款、諸収入、２項、貸付金元利収入において現年分滞納繰り越し分、合計

で２，４１８万５，０００円を計上し、前年度比１万９，０００円の微増となってござい

ます。 

 次に、２１８ページの歳出では、１款、土木費、１項、住宅費において、１，６９０万
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２，０００円の計上でございまして、前年度比で５５万６，０００円の増額でございます。 

 次に、２１９ページの２款、公債費、１項、公債費において、長期債、元金、利子合計

で７４６万８，０００円の計上であり、前年度比で６６万７，０００円の減額となってご

ざいます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） 続きまして、議案第３４号 平成２７年度紀の川市

土地取得事業特別会計予算について、補足説明をさせていただきますので、別冊の平成２

７年度予算書の１３ページをお開き願います。 

 平成２７年度紀の川市土地取得事業特別会計予算、歳入歳出予算第１条、歳入歳出予算

の総額は、歳入歳出それぞれ８０万円と定める。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によ

る。 

 １４ページ、１５ページをお開き願います。 

 歳入では、財産収入として、基金利子８０万円を見込み、歳出では、同額を土地開発基

金に積み立てをするものでございます。 

 土地取得事業特別会計については、以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（高田英亮君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） それでは、議案第３５号から議案第３７号までの３

議案について、御説明申し上げます。 

 まず、議案第３５号 平成２７年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計予算につい

て、御説明申し上げます。 

 別冊の予算書、１６ページをお願いいたします。 

 第１条、第１項、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９４億３，１００万円と定

めるものでございます。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条は、一時借入金の借り入れの最高額を２９億円とするものでございます。 

 第３条は、歳出予算の流用についての規定でございます。 

 詳細について、御説明申し上げます。 

 別冊の予算説明書をお願いいたします。 

 ２３５ページでございます。 

 １款、１項、国民健康保険税、１目、一般被保険者保険税でありますが、税率の改正を

行わないことから、平成２６年度における直近の調定額を基礎に推定見込み人数１万８，

５５０人に対し、現年課税分１４億１，４１０万円、滞納繰り越し分で２６年度決算見込

み額をもとに７，１４０万円、合計１４億８，５５０万円を計上してございます。 
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 ２目、退職被保険者につきましては、一般被保険者と同様の算定方式により推定見込み

人数１，２５０人に対して、現年度課税分１億２，８２０万円、滞納繰り越し分４３０万

円、合計１億３，２５０万円を計上してございます。 

 ２３６ページから２３８ページにかけての３款、国庫支出金、４款、療養給付費等交付

金、５款、前期高齢者交付金、６款、県支出金、７款、共同事業交付金につきましては、

それぞれの関連する歳出予算に対し、一定の算出基準等に基づき、国・県等からの負担金、

補助金及び交付金を計上してございます。 

 ２３８ページから２３９ページにかけての９款、繰入金ですが、１項、一般会計繰入金

につきましては、法定の繰り入れ分を、３項、基金繰入金５，０００万円は、歳入不足に

対する財源措置として国民健康保険事業運営基金を活用してございます。歳入合計９４億

３，１００万円として予算編成してございます。 

 次の２４１ページ、歳出について説明させていただきます。 

 １款、総務費につきましては、国保事務に要する経費、国保連合会への負担金や国保税

の徴収事務に要する経費等を計上してございます。 

 ２４３ページから２４５ページにかけての２款、保険給付費につきましては、退職被保

険者分で減額がございますが、全体では増額計上とさせていただいております。 

 次に、３款、後期高齢者支援金等、４款、前期高齢者納付金等、６款、介護納付金につ

きましては、国等が示された算定式に基づき算出いたしました額を、５款、老人保健拠出

金につきましては、事務費は実績に基づく額を、７款、共同事業拠出金の保険財政共同安

定化事業拠出金におきましては、制度改正により対象を出したことが従来は３０万円以上

となっておりましたが、今年度からは１円からに変更されることから、１２億１，８００

万円余りの増額となっております。 

 以上、歳出合計９４億３，１００万円として予算編成させていただいてございます。 

 続きまして、議案第３６号 平成２７年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特別

会計予算について、別冊の予算書２１ページをお願いいたします。 

 第１条、第１項、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７，６００万円と定めるも

のでございます。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条は、一時借入金の借り入れの最高額を２，３００万円とするものでございます。 

 別冊の予算説明書２５４ページ、２５５ページをお願いいたします。 

 １款、診療収入につきましては、２６年度決算見込み額をもとに、３款、繰入金につき

ましては、経営補助として一般会計からと国保会計からそれぞれ繰り入れを。 

 歳入につきましては、合計７，６００万円で予算編成してございます。 

 続いて、２５６ページから２５９ページの歳出でございますが、１款、施設費につきま

しては、主なものとして、医師の報酬、職員給与、また事務費等を、それと薬材料費等を
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計上してございます。 

 ２款、公債費につきましては、長期債元金と利子でございます。 

 歳出合計７，６００万円として予算編成しております。 

 続きまして、議案第３７号 平成２７年度紀の川市後期高齢者医療特別会計予算でござ

います。 

 別冊の予算書、２４ページをお願いいたします。 

 第１条、第１項、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１４億２，８００万円と定

めるものでございます。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条は、一時借入金の借り入れの最高額を４億３，０００万円と定めるものでござい

ます。 

 別冊の予算説明書２７１ページ、２７２ページをお願いいたします。 

 １款、保険料につきましては、後期高齢者医療広域連合で決定された保険料率に基づい

て賦課決定される保険料、３款、繰入金につきましては、事務費に係る繰入金、保険料の

軽減に係る保険基盤安定繰入金、医療給付に係る療養給付費繰入金を計上させていただい

ております。 

 歳入合計１４億２，８００万円でございます。 

 ２７３ページから２７５ページ、歳出でございます。 

 １款、総務費につきましては、保険給付等に要する経費と保険料の徴収に要する経費、

２款 後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、被保険者の方から徴収する保険料、

保険基盤安定制度負担金、療養給付費負担金、事務費負担金、３款、保険事業費につきま

しては、脳ドック検診３０名分の受診委託料を計上してございます。合計、１４億２，８

００万円でございます。 

 以上、議案第３５号から議案第３７号までの３議案についての説明を終わります。御審

議の上、御可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 

○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、議案第３８号 平成２７年度紀の川

市介護保険事業勘定特別会計予算について、御説明申し上げます。 

 別冊の予算書、２７ページをお願いします。 

 平成２７年度紀の川市の介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 第１条では、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６５億２，９００万円と定めてい

ます。これは、前年度と比べ３億６，３００万円、率にして約５．９％の大幅な増加とな

ってございます。第２条では、地方自治法第２３５条の３第２項による一時借入金の最高

額を。第３条では、地方自治法第２２０条第２項、ただし書きの規定による歳出予算の流

用について定めているところでございます。 
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 平成２７年度予算につきましては、平成２７年度から平成２９年度の第６期介護保険事

業計画に沿った予算編成を行ったところでございます。 

 予算の主な内容でありますが、別冊の予算説明書、紀の川市介護保険事業勘定特別会計

予算に関する説明書、２８３ページをお願いします。 

 歳出の１款、総務費では、一般事務費のほか、第１号被保険者数、審査件数等を推計し

予算編成をしています。 

 特に、２８４ページの１款、３項、１目、１３節、委託料のうち、要介護認定業務委託

料１，５２０万３，０００円につきましては、１２月議会でお認めいただきました債務負

担行為の認定業務の外務委託料を予算計上してございます。 

 続いて、２款、保険給付費では、介護保険制度の改正点を考慮し、各種サービス受給者

数及びサービス料を推計し予算計上をしているところでございますが、受給者等の増加で、

前年度より３億１，０８０万円の大幅な増加となっている現状でございます。 

 また、５款、公債費でありますが、２９４ページをお願いします。 

 ５款、２項、１目、財政安定化基金償還金３，０００万円は、保険給付費の大幅な伸び

により、第５期介護保険事業計画時に設定しました介護保険料が不足したため、平成２６

年度に９，０００万円を財政安定化基金から無利子で借り入れることにより、第６期中に

３カ年分割で償還するための予算を計上しております。 

 一方、歳入については、制度内の財源充当による予算措置を行っていますが、給付費の

伸びにより大幅な増加となっています。特に、介護保険料でありますが、前後しますが、

２７８ページをお願いします。 

 第１款、保険料は、議案第１８号で説明させていただきました介護保険料率の改定をも

とに、各所得段階の人数を推計し予算計上した結果、前年度より保険料全体で１億８，８

１０万円の増となっているところでございます。 

 以上、議案第３８号の説明といたします。御審議、よろしくお願いいたします。 

○議長（高田英亮君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第３９号から議案第

４１号までの３議案について、御説明申し上げます。 

 まず、議案第３９号 平成２７年度紀の川市公共下水道事業特別会計予算について。 

 予算書の３２ページをごらん願います。 

 第１条の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１２億９，１００万円で、対前年度

比１２．３％の減でございます。 

 ２項の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、３３ページ、３４ページ

の「第１表 歳入歳出予算」のとおりでございます。 

 第２条は、３５ページの第２表のとおり、地方債について定めております。 

 第３条で、一時借入金の借り入れ最高額を３億９，０００万円と定めております。 

 内容につきましては、予算説明書、３０６ページをお開きください。 
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 まず、歳入の主な内容ですが、１款、分担金及び負担金では、下水道に接続があった場

合の受益者分担金並びに受益者負担金を計上してございます。受益者分担金並びに負担金

合計の対前年度比は８．９％の増額でございます。 

 ２款、使用料及び手数料では、下水道使用料並びに指定工事店と責任技術者の登録更新

手数料を計上しており、下水道使用料では、当初における一般家庭、事業所及公共施設の

加入申し込みを考慮し、年間使用料金を算定してございます。対前年度比１１．３％の増

額でございます。 

 ３０７ページの３款、国庫支出金では１億７，０００万円の計上で、対前年度比３３．

３％の減となってございます。 

 ３０８ページの９款、市債では２億９，６９０万円で、対前年度比３１．７％の減でご

ざいます。 

 次に、３０９ページをお開きください。 

 歳出の主な内容ですが、１款、総務費においては、ほぼ前年度並みで、対前年度比１．

２％の増額となってございます。 

 １目、一般管理費については、人件費で職員１名分の減となり、３１０ページの２目、

施設管理費については、人件費で職員１名分の減と施設管理事業で、流域下水道維持管理

負担金が対前年度比２．６％の増となったため、差し引きで若干の増となってございます。 

 ２款、事業費では６億６７８万３，０００円で、対前年度比２６．８％の減となってご

ざいます。 

 ３１１ページの１目、公共下水道事業の内容としましては、約９ヘクタールの面整備と

新たに約１３ヘクタールの区域について供用開始を予定してございます。 

 また、３１２ページの２目、流域下水道事業費では、紀の川中流流域下水道事業建設負

担金並びに処理場周辺地域整備事業における紀の川市の負担金を計上してございます。 

 紀の川市公共下水道事業特別会計予算につきましては、以上でございます。 

 次に、議案第４０号 平成２７年度紀の川市特定環境保全公共下水道特別会計予算につ

いて、御説明申し上げます。 

 予算書の３６ページをお開きください。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５，６３０万円と定めてございま

す。対前年度比で４．３％の増となってございます。 

 ２項の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、３７ページ、３８ページ

の「第１表 歳入歳出予算」のとおりでございます。 

 第２条で、一時借入金の借り入れ最高額を１，７００万円と定めてございます。 

 内容につきましては、予算説明書３２５ページをお開きください。 

 まず、歳入の主な内容ですが、２款、使用料及び手数料の下水道使用料ですが、ほぼ前

年並みとなってございます。 

 次に、３２７ページの歳出でございますけども、１款、１項、総務管理費において、く
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み取り手数料金の値上げにより、対前年度比約４．９％の増額となってございます。他の

支出内容は、ほぼ前年並みとなってございます。 

 紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算につきましては、以上でございます。 

 続きまして、議案第４１号 平成２７年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算につ

いて、御説明申し上げます。 

 予算書の３９ページをお開き願います。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４，０５０万円と定めており、対

前年度比は１２．５％増となってございます。 

 ２項の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、４０ページ、４１ページ

の「第１表 歳入歳出予算」のとおりでございます。 

 第２条で、一時借入金の借り入れ最高額を１，３００万円と定めてございます。 

 内容につきましては、予算説明書３３２ページをお開きください。 

 まず、歳入につきましては、２款、使用料及び手数料の１項、使用料が７５５万４，０

００円で、対前年度比１．３％の減となっております。理由といたしましては、接続世帯

件数の減少によるものでございます。 

 次に、３３４ページの歳出では、１款、１項、総務管理費がくみ取り手数料料金の値上

げにより、対前年度比約１０．１％の増額となってございます。 

 農業集落排水事業特別会計予算につきましては、以上でございます。 

 以上、３議案について、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） ここで、しばらく休憩いたします。 

（休憩 午後 ２時０８分） 

――――――――――――――― 

（再開 午後 ２時２０分） 

○議長（高田英亮君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、提案理由の説明を続けます。 

 水道部長 田村佳央君。 

○水道部長（田村佳央君）（登壇） それでは、議案第４２号 平成２７年度紀の川市簡

易水道事業特別会計予算について、補足説明を申し上げます。 

 予算書の４２ページをお開きください。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ９億６，０００万円と定めております。対前年度比は３億

２，７００万円、率にして５１．７％の増でございます。第２条では、地方債について。

第３条では、一時借入金の最高額を定めてございます。 

 ４３ページの第１表、歳入歳出予算をごらんください。 

 歳入の主なものとしまして、２款、使用料及び手数料、１項、使用料３，９７７万５，

００円につきましては、過去５カ年のそれぞれの４簡水ごとの平均収納率を参考に予測を

してございます。 



平成２７年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２７年２月２０日 

 

－45－ 

 ３款、国庫支出金につきましては、水道未普及地域地解消事業に係るもので、補助率は

４０％でございます。 

 また、８款、市債については、水道未普及地域解消事業並びに簡易水道施設管理運営事

業に係る財源でございます。 

 ４４ページ、歳出につきましては、１款、衛生費においては９億４４４万９，０００円、

対前年度比３億１，３８２万１，０００円の増、率にして５３．１％の増となっておりま

す。 

 １款、衛生費での主な支出は、水道未普及地解消事業に要する経費で、本年度は事業費

合計で８億４，５１２万４，０００円を計上しております。その他の経費については、ほ

ぼ例年並みでございます。 

 ４５ページに、第２表に、本年度予定しております起債の目的、限度額等について記載

してございます。 

 また、予算の詳細につきましては、別冊の予算説明書３３７ページからとなってござい

ます。後ほどごらんおき賜りますようお願い申し上げます。 

 簡易水道事業特別会計予算については、以上でございます。御審議、よろしくお願いい

たします。 

○議長（高田英亮君） 農林商工部長 岩坪純司君。 

○農林商工部長（岩坪純司君）（登壇） 議案書１２４ページの議案第４３号 平成２７

年度紀の川市池田財産区特別会計予算についてから、議案書１３４ページの議案第５３号 

平成２７年度紀の川市平池財産区特別会計予算についてまでの１１議案について、一括し

て御説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

 別冊の平成２７年度予算書４６ページから７８ページまでに、各財産区ごとに内容を記

載してございます。また、詳細につきましては、予算説明書３５４ページから４１４ペー

ジにわたって添付をしております。 

 池田財産区を初めとする各財産区特別会計予算につきましては、それぞれ第１条第１項

で、歳入歳出予算の総額を、第２項で、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金

額は、「第１表 歳入歳出予算」によるものと定めてございます。 

 平成２７年度の１１財産区特別会計予算の総額は１，５７６万円で、前年度と比較いた

しまして８０万円の減額となってございます。また、平成２７年度予算の計上にあたりま

しては、前年度の実績内容等を十分精査を行った上で、各財産区の運営に要する経費や財

産を適切に管理するための作業道補修事業、森林保育事業などの経費を計上させていただ

いてございます。 

 以上、議案第４３号から議案第５３号までの財産区特別会計予算１１議案につきまして、

御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（高田英亮君） 水道部長 田村佳央君。 

○水道部長（田村佳央君）（登壇） それでは、議案第５４号及び議案第５５号、２議案
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について説明申し上げます。 

 先に、議案第５４号 平成２７年度紀の川市水道事業会計予算について、説明申し上げ

ます。 

 予算書の７９ページをお開き願います。 

 第２条の業務予定量では、２７年度末給水戸数を２万２，７９９件、対前年度比で８７

件の増と予測しております。 

 第３条は、収益的収入及び支出に係る予算を定めてございます。 

 水道事業収益は１３億５，９５０万５，０００円、対前年度比は５．３％の減で、減額

の主な理由は、給水収益、また受託工事収益の減少でございます。 

 また、収益的支出では１３億３，１７５万６，０００円で、対前年度比２．８％の減と

なっております。減額の主な原因は、受託工事費並びに特別損失における減額が主な原因

となっております。その他の経費については、ほぼ前年並みでございます。 

 第４条、資本的収入及び支出予算では、大型事業の完成等により、収入、支出とも大幅

減となってございます。 

 資本的収入は３億２，００９万９，０００円、対前年度比で６４．９％の減、また資本

的支出では７億６，１１４万６，０００円で、４５．１％の減となってございます。資本

的支出のその他の経費については、ほぼ前年度並みでございます。 

 また、資本的収入が資本的支出に対し不足する額４億４，１０４万７，０００円の不足

については、過年度分損益勘定留保資金並びに消費税及び地方消費税、資本的収支調整額

で補填をするものとしております。 

 ８０ページ、５条では、債務負担行為について定めており、目的は水道事業基本計画変

更策定業務でございます。 

 第６条では、企業債について定めており、目的は水道施設整備事業でございます。 

 第７条では、一時借入金の限度額について。 

 第８条では、予定支出の各項の経費の金額の流用について。 

 第９条では、議会の議決を得なければ流用することができない経費について。 

 第１０条では、棚卸資産、購入限度額について定めております。 

 水道事業会計については、以上です。 

 また、予算の詳細説明については、別冊の予算説明書４１５ページからでございます。

後ほどごらんおきいただきますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第５５号 平成２７年度紀の川市工業用水道事業会計予算について、

補足説明申し上げます。 

 予算書の８２ページをお開き願います。 

 第２条で、業務の予定量を定めております。加入事業所数９事業者、既存の７社のほか

に新たに紀の海広域施設組合ほか１社の加入を予定しており、年間給水量を４８万２，０

００立方メートルを見込んでおります。 
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 ３条では、収益的収入及び支出を定めております。収益的収入は４，８９７万５，００

０円、対前年度比で１．８％の減となっております。減少の主な理由としましては、給水

収益の増加は見込めるものの受託工事収益が皆減したため、収益そのものは若干マイナス

となっております。収益的支出は４，３０４万５，０００円、対前年度比は１０．９％の

減です。減額の主な理由としましては、収入と同じで、受託工事費が皆減したことにより

ます。 

 第４条、資本的収入及び支出では、１項、工事負担金、科目設定、資本的支出において

は、工事負担金を財源とする建設改良費が皆減したことにより、昨年より大幅減となって

おります。 

 資本的収入が資本的支出に対し不足する額１，７８７万７，０００円は、減債積立金、

過年度損益勘定留保資金、消費税及び地方消費税、資本的収支調整額で補填をするものと

予定してございます。 

 ８３ページ、第５条では、一時借入金の限度額。第６条では、予定支出の各項の経費の

金額の流用について。第７条では、議会の議決を得なければ流用することができない経費

について定めております。第８条では、棚卸資産の購入限度額を定めております。 

 予算の詳細につきましては、別冊の予算説明書、４４９ページからとなっておりますの

で、後ほどごらんおきいただきたいと思います。 

 以上、２議案について、補足説明を終わります。御審議、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 企画部長 上山和彦君。 

○企画部長（上山和彦君）（登壇） それでは、議案第５６号 那賀５町新市建設計画の

変更について、補足説明をさせていただきます。 

 議案書、１３７ページから１４０ページです。 

 １３８ページをごらんください。 

 那賀５町新市建設計画の変更についてでございますが、変更部分はこの表をごらんいた

だきまして、まず表紙に、「紀の川市平成２７年３月変更」と記載、追記いたします。そ

して、新市建設計画の期間を当初、平成１７年度から平成２７年度までの１１年間から平

成３２年度までの１６年間に延長いたします。 

 それに伴いまして、１３９ページ、１４０ページに掲載してございます財政計画も平成

３２年までの計画といたしまして、合併特例債の適用を可能にするための変更をしてござ

います。 

 本計画を変更するにつきまして、庁内各課に新たに追加記載する事業の紹介をした結果、

平成３２年までに予定している、また発生するであろう事業については、既存の表現で足

りるということで確認しまして、それに基づき県と協議を得まして、当該変更内容を見て

本定例議会に上程させていただきました。御可決いただきました後は、知事へ提出するも

のでございます。御審議の上、御可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

 以上です。 
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○議長（高田英亮君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） それでは、私のほうから、議案第５７号から議案第

５９号の３議案について、一括して御説明申し上げます。 

 まず、議案第５７号 権利の放棄について。 

 議案書の１４２ページをお開き願います。 

 記といたしまして、放棄する権利、住宅新築資金貸付金及び宅地取得資金貸付金に係る

債権、２、債権者、住所及び氏名は、議案書記載のとおりでございます。３、放棄する債

権の額、住宅新築資金国費貸付金３６４万７，３２１円、宅地取得資金国費貸付金２２５

万４，３１２円、４、権利放棄の理由、債務者は、高齢と病弱で生活保護受給中であり、

連帯保証人は死亡しており、償還不能と認められるため権利を放棄するものでございます。 

 次に、議案第５８号 権利の放棄について。 

 議案書の１４３ページをごらん願います。 

 記といたしまして、１、放棄する権利、住宅新築資金貸付金に係る債権、２、債権者、

住所及び氏名は、議案書記載のとおりでございます。３、放棄する債権の額、住宅新築資

金国費貸付金３７５万１，３９６円、住宅新築資金県費貸付金４８１万６，７５８円、４、

権利放棄の理由、債務者は、高齢で資力もなく、債務否認している状況で、債務引き受け

承諾した保証人も高齢で生活保護を受給しており、償還不能と認められるため権利を放棄

するものでございます。 

 次に、議案第５９号 権利の放棄について。 

 議案書の１４４ページをお開き願います。 

 記といたしまして、１、放棄する権利、住宅新築資金貸付金に係る債権、２、債権者、

住所及び氏名は、議案書記載のとおりでございます。３、放棄する債権の額、住宅新築資

金国費貸付金４７４万９，６２７円、４、権利放棄の理由、抵当権の実行により債権の保

全を図ったが、全額回収するには至らず、債務者は高齢で施設入所中であり、連帯保証人

も高齢と病弱で、いずれも資産がなく、償還不能と認められるため、権利を放棄するもの

でございます。 

 以上、３議案について、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（高田英亮君） 地域振興部長 宇田美千子君。 

○地域振興部長（宇田美千子君）（登壇） 議案第６０号について、御説明をさせていた

だきます。 

 １４５ページをごらんください。 

 議案第６０号 和解及び損害賠償の額の決定について。 

 自治会活動中に発生した事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることについて、地方

自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

 提案理由は、平成１９年４月８日に発生した自治会活動中の事故について、当事者間の
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協議が整い、和解するためでございます。 

 次のページをごらんください。 

 当事者は、議案書記載のとおりでございます。事故の概要について。 

 事故発生年月日、平成１９年４月８日、日曜、午前９時３０分ごろ。事故発生場所、議

案書記載の場所でございます。事故の状況、自治会活動により市道鳥渕線の保全管理のた

め、枝刈り、草刈り作業の際、市が指導事務を怠り、作業を行っていた自治会員２名のう

ち、１名が同作業の別の自治会員を負傷させたものでございます。 

 和解事項。乙は甲に対し、本件事故に関する損害賠償債務として、６８８万１４９円の

支払い義務があることを認め、負傷の治療等に係る既払金４０２万３，６７１円を控除し

た額２８５万６，４７８円を平成２７年４月３０日限り甲に送金する。甲は、その余りの

請求を破棄する。甲と乙は、本件に関し、本和解条項に定めるもののほか、何らの債権・

債務がないことを相互に確認する。損害賠償の額、６８８万１４９円でございます。 

 負傷した自治会員の手術及び治療が終了し、協議が整い、賠償金額の額が確定しました

ので、議会に上程させていただきました。賠償金額につきましては、市と契約をしていた

保険会社から自治会員へ直接振り込まれますので、御了承をお願いします。 

 以上でございます。御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（高田英亮君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 

○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） 議案第６１号 那賀老人福祉施設組合規約の変

更に関する協議について、御説明申し上げます。 

 議案書１４８ページをお願いします。 

 本組合は、平成２８年３月３１日をもって解散することを予定していますが、現行の規

約には組合解散に関する規定を整備していませんので、解散後の事務承継が円滑に行える

よう第１４条を第１５条とし、第１４条に、解散に伴う事務承継条文の整備を行うもので

ございます。また、附則で、施行日を和歌山県知事の許可があった日と規定してございま

す。 

 なお、議案の新旧対照表は、別冊の議案資料１０ページに添付していますので、ごらん

いただきたいと思います。 

 以上、議案第６１号の説明といたします。御審議、よろしくお願いいたします。 

○議長（高田英亮君） ほかに補足説明はありませんか。 

〔「補足説明なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） なければ、提案理由の説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております日程第６のうち、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推

薦についてから、諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦についてまでの３議案は、人事

に関する案件でありますので、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託、討論

を省略し、本日直ちに質疑、採決まで行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第１号から諮問第３号までの３議案については、本日、直ちに質疑、

採決まで行うことに決しました。 

 それでは、諮問第１号から諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦についての質疑、採

決を行います。 

 これより、諮問第１号から諮問第３号までの３議案に対する一括質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終結します。 

 それでは、順次お諮りします。 

 諮問第１号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第１号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 

 続いて、お諮りします。 

 諮問第２号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第２号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 

 続いて、お諮りします。 

 諮問第３号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第３号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第７ 選挙第２号 公立那賀病院経営事務組合議会議員の選挙 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） 続きまして、日程第７、選挙第２号 公立那賀病院経営事務組合

議会議員の選挙を行います。 

 本件につきましては、公立那賀病院経営事務組合規約第５条第１項第２号及び第６条第

３項の規定により、議員１名を選挙するものであります。 

 お諮りします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選によ

り行いたいと思います。これに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は、指名推選によることに決しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長において指名することにいたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、議長において指名することに決しました。 

 公立那賀病院経営事務組合議会議員には、杉原 勲君を指名いたします。 

 お諮りします。 

 ただいま議長において指名いたしました杉原 勲君を公立那賀病院経営事務組合議会議

員選挙の当選人と定めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名いたしました杉原 勲君が公立那賀病院経営事務組合議会議

員に当選されました。 

 ただいま選出されました杉原 勲君が議場におりますので、本席から会議規則第３２条

第２項の規定による告知をいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第８ 選挙第３号 那賀休日急患診療所経営事務組合議会議員の選挙 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） 続いて、日程第８、選挙第３号 那賀休日急患診療所経営事務組

合議会議員の選挙を行います。 

 本件につきましては、那賀休日急患診療所経営事務組合規約第５条第１項第２号及び第

６条第３項の規定により、組合議会議員１名を選挙するものであります。 

 お諮りします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選によ

り行いたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は、指名推選によることに決しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長において指名することにいたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 
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○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、議長において指名することに決しました。 

 那賀休日急患診療所経営事務組合議会議員には、杉原 勲君を指名いたします。 

 お諮りします。 

 ただいま議長において指名いたしました杉原 勲君を那賀休日急患診療所経営事務組合

議会議員選挙の当選人と定めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名いたしました杉原 勲君が那賀休日急患診療所経営事務組合

議会議員に当選されました。 

 ただいま選出されました杉原 勲君が議長におりますので、本席から会議規則第３２条

第２項の規定による告知をいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第９ 選挙第４号 那賀広域事務組合議会議員の選挙 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） 続いて、日程第９、選挙第４号 那賀広域事務組合議会議員の選

挙を行います。 

 本件につきましては、那賀広域事務組合規約第５条第１項第２号及び第６条第３項の規

定により、議員１名を選挙するものであります。 

 お諮りします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選によ

り行いたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は、指名推選によることに決しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長において指名することにいたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、議長において指名することに決しました。 

 那賀広域事務組合議会議員には、杉原 勲君を指名いたします。 

 お諮りします。 

 ただいま議長において指名いたしました杉原 勲君を那賀広域事務組合議会議員選挙の

当選人と定めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 
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○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名いたしました杉原 勲君が那賀広域事務組合議会議員に当選

されました。 

 ただいま選出されました杉原 勲君が議場におりますので、本席から会議規則第３２条

第２項の規定による告知をいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１０ 選挙第５号 那賀児童福祉施設組合議会議員の選挙 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） 続いて、日程第１０、選挙第５号 那賀児童福祉施設組合議会議

員の選挙を行います。 

 本件につきましては、那賀児童福祉施設組合規約第５条第１項第２号及び第６条第３項

の規定により、議員１名を選挙するものであります。 

 お諮りします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選によ

り行いたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は、指名推選によることに決しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長において指名することにいたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、議長において指名することに決しました。 

 那賀児童福祉施設組合議会議員には、杉原 勲君を指名いたします。 

 お諮りします。 

 ただいま議長において指名いたしました杉原 勲君を那賀児童福祉施設組合議会議員選

挙の当選人と定めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名いたしました杉原 勲君が那賀児童福祉施設組合議会議員に

当選されました。 

 ただいま選出されました杉原 勲君が議場におりますので、本席から会議規則第３２条

第２項の規定による告知をいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１１ 議員派遣の件 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（高田英亮君） 続いて、日程第１１、議員派遣の件についてを議題とします。 

 議員派遣の件については、会議規則第１５９条の規定により、お手元に配付のとおり議

員派遣を行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（高田英亮君） 異議なしと認めます。 

 したがって、お手元に配付のとおり議員派遣をすることに決しました。 

 これをもちまして、本日の日程は全て終了をいたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 なお、明日より４日間休会とし、２月２５日、水曜日午前９時３０分より再開いたしま

す。 

 御苦労さまでした。 

（散会 午後 ２時５２分） 

 

 

 

 


